
1~2… 常任委員会・懇親会

3~5… 六者交流会／ピクニック告知

6~7…理事委員記事／編集委員より

8…寒波に備えて

9…三水会クラブ

10…茶道教室報告

11…書道体験教室／ピーカンキッズ

12~14… 補習校活動報告

15…図書館便り

目
次

Volume 51  No.3
December  2025

16~17…JAXA宇宙医学入門

18~19…テキサスメディカル

20…ヒューストン日記

2025-2026  常任委員会・総会・懇親会

 

　
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
日
本
商
工
会
は
令
和
七
年
度
（
二
〇
二
五
ー
二
〇
二

六
）
を
迎
え
ま
し
た
。
例
年
十
月
に
開
催
さ
れ
る
常
任
委
員
会
・
年
次

総
会
・
懇
親
会
は
、
今
年
度
は
十
一
月
五
日
（
水
）
、
お
な
じ
み
ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
・
オ
ブ
・
グ
レ
ー
タ
ー
・
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
の
Ｃ
Ｒ
Ｃ

会
場
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
午
後
五
時
よ
り
開
催
さ
れ
た
常
任
委
員
会
で
は
、
川
上
商
工
会
会
長

の
ご
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
ご
経
歴
の
紹
介
、
前
会
長
へ
の
感
謝
や
ヒ
ュ

ー
ス
ト
ン
地
域
と
商
工
会
の
発
展
に
関
す
る
所
感
な
ど
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
続
い
て
長
沼
総
領
事
よ
り
、
米
国
の
入
国
制
限
措
置
や
テ
キ
サ

ス
日
米
宇
宙
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
な
ど
、
総
領
事
館
の
活
動
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
理
事
委
員
の
紹
介
、
会
計
報
告
、
他
団
体
と

の
連
携
状
況
、
直
近
の
講
演
会
に
関
す
る
説
明
、
そ
し
て
今
年
度
の
年

間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
、
事
務
局
か
ら
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会

計
報
告
で
は
、
令
和
六
年
度
決
算
の
承
認
お
よ
び
令
和
七
年
度
予
算
案

の
承
認
が
行
わ
れ
、
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
が
正
式
に
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
休
憩
を
挟
み
、
午
後
六
時
か
ら
は
正
個
人
会
員
・
準
会
員
も
参
加
し

て
年
次
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
川
上
会
長
の
ご
挨
拶
に
続
き
、
長
沼

総
領
事
か
ら
は
、
最
近
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で
発
生
し
て
い
る
車
上
荒
ら
し

へ
の
注
意
喚
起
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
旧
年
度
役
員
・
特
命
理
事
・

各
委
員
長
よ
り
、
令
和
六
年
度
の
活
動
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
安
全
危
機
管
理
委
員
会
か
ら
は
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
シ
ー
ズ

ン
と
寒
波
に
備
え
た
知
識
や
非
常
時
の
対
応
、
日
頃
か
ら
の
備
え
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
、
防
災
意
識
を
高
め
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
広
報
紙
「
ガ
ル
フ
ス
ト
リ
ー
ム
」
の
関
連
報
告
、
六
者

交
流
会
や
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
講
演
会
、
生
活
情
報
委
員
会

の
取
り
組
み
な
ど
、
各
分
野
の
活
動
成
果
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
か
ら
は
補
習
校
に
関
す
る
報
告
が
あ
り
、
会
員
数
の
増

加
に
伴
う
生
徒
数
の
増
加
へ
の
対
応
と
し
て
、
教
員
募
集
へ
の
会
員
企

業
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
令
和
七
年
度
理
事
委
員
の

紹
介
と
常
任
委
員
選
任
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

　
総
会
の
締
め
く
く
り
に
は
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
ク
レ
メ
ン

ツ
高
校
の
シ
ェ
リ
ダ
ン
義
美
氏
と
生
徒
の
皆
さ
ん
を
お
迎
え
す
る
予
定

で
し
た
が
、
都
合
に
よ
り
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
の
ご
参
加
と
な
り
ま

し
た
。
商
工
会
か
ら
の
寄
付
を
活
用
し
、
日
本
文
化
の
学
習
を
目
的
と

し
た
視
察
研
修
を
行
っ
た
報
告
と
し
て
、
日
本
の
高
校
生
や
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
と
の
交
流
の
様
子
、
現
地
で
感
じ
た
文
化
体
験
な
ど
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
発
表
の
最
後
に
は
「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
の
合
唱
が

披
露
さ
れ
、
会
場
は
温
か
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

21…やさしい栄養

22…Houston Walker
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2025－2026　常任委員会・総会・懇親会

　
午
後
七
時
か
ら
は
同
会
場
に
て
懇
親
会
が
開
か
れ
、
長
沼

総
領
事
の
ご
挨
拶
と
乾
杯
の
音
頭
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。
ビ

ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
の
食
事
と
ワ
イ
ン
を
楽
し
み
な
が
ら
、

他
州
か
ら
の
参
加
者
も
交
え
て
和
や
か
な
歓
談
や
名
刺
交
換

が
行
わ
れ
、
商
工
会
メ
ン
バ
ー
間
の
親
睦
が
一
層
深
ま
り
ま

し
た
。
最
後
は
赤
間
副
会
長
の
挨
拶
を
も
っ
て
閉
会
と
な

り
、
新
年
度
最
初
の
行
事
が
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し

た
。

　
令
和
七
年
度
の
幕
開
け
か
ら
早
一
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た

が
、
十
一
月
五
日
現
在
時
点
で
、
正
団
体
会
員
百
十
八
社
、

正
個
人
会
員
九
百
五
十
七
名
、
名
誉
会
員
十
一
名
、
準
会
員

五
十
七
名
、
合
計
一
〇
二
五
名
と
な
り
、
過
去
最
高
の
会
員

数
を
記
録
し
ま
し
た
。
昨
年
度
に
続
き
、
会
員
数
は
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
お
よ
び
ご
家
族
の
皆
様
、
本
年
度
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

                               

（
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
日
本
商
工
会
事
務
局
）
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　テキサス州六者交流会＠McAllen

　
二
〇
二
五
年
十
一
月
十
四
日
に
第
二
十
八
回
・
六
者
交
流
会

が
マ
ッ
カ
レ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
会
は
テ
キ
サ
ス
州
内

の
六
都
市
（
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
、
ダ
ラ
ス
、
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
、

オ
ー
ス
テ
ィ
ン
、
エ
ル
パ
ソ
、
マ
ッ
カ
レ
ン
）
の
日
本
人
会
・

日
本
商
工
会
関
係
者
の
情
報
交
換
や
懇
親
を
目
的
に
実
施
さ
れ

て
お
り
、
持
ち
回
り
で
開
催
都
市
を
変
え
な
が
ら
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
六
者
交
流
会
に
は
、
約
百
四
十
名
が
参

加
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
か
ら
は
六
都
市

中
で
最
多
と
な
る
五
十
名
が
参
加
。
講
演
会
・
懇
親
会
と
も
に

非
常
に
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

ヒューストン

ダラス

サンアントニオ

オースティン

エルパソ

マッカレン

第28回 マッカレン
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　マッカレン商工会議所の浜本会長・在ヒ

ューストン日本領事館の花澤首席領事から

のご挨拶の後、COSTEPとUTRGVによる講

演が行われました。ご挨拶・講演共に昨今

のトランプ関税・移民政策やメキシコ国境

付近の町であるマッカレンを強く意識した

ものとなりました。

　講演の後はマッカレンに在住経験のある双子CA YouTuber（登録

者12.6万人）のさくらんさんがゲスト登壇 双子CAさくらん -

FlyTwins SakuRan - YouTube。

　コロナ禍でさくらんさん含む大量のCAがリストラにあっていた

際にマッカレンに在住していたという彼女らから、マッカレン生活

における楽しみ/苦労、独特の文化、YouTuberとして動画作成やチ

ャンネル登録者数を増やす為の苦労等についてお話がありました。

　質疑応答では双子ならではの動画撮影について・食べ物につい

て・昨今のガバメントシャットダウンに伴う空港での混乱の裏側等

について、活発な質疑が行われ、会場内は非常に和やかなムードに

包まれました。

　COSTEPは「Council for South Texas Economic Progress（南テキサス経済進歩評議会）」の略で、リオ・サウステ

キサス地域（アメリカ/メキシコの国境沿いを流れるリオ・グランデ川付近の地域）の経済発展を促進する非営利団体

で、彼らの役割である地域経済発展・人材育成・二国間（アメリカ/メキシコ）協力等が講演のテーマでした。

　UTRGVは「The University of Texas Rio Grande Valley（テキサス大学リオグランデバレー校）」の略で、テキサス

州全土で製造業を支援するための非営利コンサルティング機関であるTMAC (Texas Manufacturing Assistance Center)

のパートナー機関としてTMACのサービスをリオグランデバレー地域に提供する拠点となり、技術的マネジメント、コ

ンサルティング、トレーニングなどのサービスを提供する重要な役割についてプレゼンがありました。

＜講演会＞ 国境は今 
～McAllen Strikes Back (マッカレンの逆襲)～

花澤首席領事浜本マッカレン商工会長

　懇親会では毎年恒例の各都市「お国自慢」が実施され、各都市の趣向を凝

らしたユーモア溢れる発表に会場は大いに盛り上がりました。ヒューストン

からは六者交流会を担当する浅野第一副会長がプレゼンを行い、スポーツ関

連ではWBCやWorld Cupの開催及びダイキンパークの命名権獲得、多彩なラ

ーメンや寿司を含むレストラン、テキサスメディカルセンター、そして六都

市で最大となる1,028名の会員数を誇るヒューストン日本商工会について、

ユーモアを交えながら説明され、ヒューストンの魅力を存分に伝えました。

＜懇親会＞

https://www.youtube.com/@FlyTwinsSakuRan
https://www.youtube.com/@FlyTwinsSakuRan
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　お国自慢の次には全日空様/日本航空様からご提供頂

いた航空券をかけた○×クイズが開催され、テキサス

州・アメリカならではのクイズに会場の熱気も最高潮

に達しました。

　○×クイズの興奮が冷めやらぬ中、UTRGV

の学生によるメキシコの伝統音楽マリアッチ

の演奏が行われました。マリアッチはユネス

コ無形文化遺産に登録されており、会場は情

熱的な音楽に酔いしれました。

　会の締めとして、来年度の会場となるオースティンにペナントが引き継がれ、今回の六者交流会は無事に終了しまし

た。ホストを務められたマッカレン商工会議所のご関係者の皆様には、当日のスムーズ 且つ緻密な進行に対し、改め

て感謝及び御礼を申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（米国三井物産　津島 博紀）

ピクニック
開催決定！

みんな大好き

開催日：   月     日（雨天19日）

開催場所：Oil Ranch

　今年度もみなさまが楽しんでいた

だける様、ピクニック実行委員会一

同はりきっております！！

　みなさまがご参加くださることを

心より楽しみにしております！！

4 12
２０２６年
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テキサス州への都ホテルの進出

　
十
月
十
五
日
、
近
鉄
グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
米
国

に
て
ホ
テ
ル
事
業
な
ど
を
展
開
し
て
い
る
ア
メ
リ

カ
近
鉄
興
業
が
、
テ
キ
サ
ス
州
プ
レ
イ
ノ
市
に
お

い
て
、
米
国
で
三
拠
点
目
と
な
る
都
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
ホ
テ
ル
の
起
工
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
プ
レ
イ

ノ
市
に
は
、
北
米
ト
ヨ
タ
社
を
は
じ
め
、
日
系
の

有
力
企
業
が
北
米
・
米
国
の
本
社
や
研
究
開
発
拠

点
な
ど
を
置
い
て
お
り
、
都
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ホ
テ

ル
は
、
日
系
ホ
テ
ル
な
ら
で
は
の
き
め
細
や
か
な

サ
ー
ビ
ス
や
本
格
的
な
日
本
食
な
ど
を
お
客
様
に

提
供
す
る
ホ
テ
ル
と
し
て
、
二
〇
二
七
年
秋
の
開

業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
起
工
式
に
は
、
長
沼
善

太
郎
在
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
総
領
事
の
他
、
ジ
ョ
ン
・

マ
ン
ス
・
プ
レ
イ
ノ
市
長
や
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
パ
ク

ス
ト
ン
・
テ
キ
サ
ス
州
上
院
議
員
な
ど
の
地
元
政

財
界
の
代
表
、
近
鉄
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
株
式
会
社
の
若
井
取
締
役
社
長
な
ど
、
約
百
名

が
出
席
し
ま
し
た
。
。

　　　　　近鉄インターナショナル　根本 真樹子

理
事
委
員

　
　
記
事

今月の

　
近
鉄
グ
ル
ー
プ
の
米
国
に
お
け
る
ホ
テ
ル
事
業

の
歴
史
は
、
一
九
六
八
年
に
始
ま
り
ま
す
。
こ
の

事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
場
所
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
で
、
第
二
次
世
界
大
戦

時
に
強
制
収
容
所
に
送
ら
れ
た
同
市
の
日
系
人
の

居
住
地
区
を
め
ぐ
る
再
開
発
計
画
の
一
環
で
し

た
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
こ
の
再
開
発
事
業
に
近
鉄

が
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
が
姉
妹
都
市
で
あ
る

大
阪
市
に
同
事
業
へ
の
協
力
を
要
請
し
、
大
阪
市

内
の
多
く
の
企
業
が
協
力
に
消
極
的
で
あ
っ
た

中
、
近
鉄
が
積
極
的
に
協
力
に
乗
り
出
し
た
か
ら

で
す
。
近
鉄
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
の
ジ
ャ

パ
ン
タ
ウ
ン
に
二
つ
の
ホ
テ
ル
と
二
つ
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
建
設
し
、
こ
れ
ら
の
施
設
は
ジ

ャ
パ
ン
タ
ウ
ン
の
一
大
拠
点
と
な
り
ま
し
た
。

都ハイブリッドホテルプレイの外観イメージ

テキサス州プレイノ市・都ハイブリッド起工式の様子
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の

テキサス州への都ホテルの進出　　　根本 真樹子

 
　
二
〇
〇
六
年
、
近
鉄
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

市
の
ホ
テ
ル
及
び
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
他
社

に
売
却
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
決
定
に

は
、
近
鉄
グ
ル
ー
プ
内
の
再
編
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
市
か
ら
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
へ
の
米
国
拠
点
機

能
の
集
約
、
さ
ら
に
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
ジ

ャ
パ
ン
タ
ウ
ン
に
お
け
る
日
系
人
以
外
の
人
口
増

加
な
ど
の
要
因
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
都
ホ
テ
ル
は

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
で
は
一
九
八
九
年
に
開
業
し
ま

し
た
が
、
先
に
述
べ
た
米
国
拠
点
機
能
の
集
約
の

決
定
を
踏
ま
え
、
二
〇
〇
九
年
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

市
近
郊
の
ト
ー
ラ
ン
ス
市
に
お
い
て
都
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
ホ
テ
ル
が
開
業
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
主
に
米
国
西
海
岸
で

ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
き
た
都
ホ
テ
ル
で
す
が
、

テ
キ
サ
ス
州
ダ
ラ
ス
地
区
が
日
系
企
業
と
そ
の
パ

ー
ト
ナ
ー
の
米
国
企
業
に
よ
り
、
米
国
・
北
米
で

の
ビ
ジ
ネ
ス
の
み
な
ら
ず
、
中
南
米
で
の
ビ
ジ
ネ

ス
に
と
っ
て
も
拠
点
と
な
る
こ
と
か
ら
、
近
鉄
グ

ル
ー
プ
と
し
て
進
出
を
決
定
し
、
こ
の
度
起
工
式

を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
す
。
二
〇
二

七
年
秋
に
、
予
定
通
り
無
事
開
業
で
き
ま
し
た

ら
、
各
部
屋
に
は
単
な
る
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
で
は

な
く
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
バ
ス
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
る
な
ど
、
お
客
様
を
最
大
限
お
も
て
な
し
で
き

る
ホ
テ
ル
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
日
本
の
サ
ー
ビ
ス
が
世
界
で
ど
の
く
ら

い
通
じ
る
の
か
、
も
し
こ
の
ホ
テ
ル
が
ダ
ラ
ス
地

区
そ
し
て
テ
キ
サ
ス
州
に
お
け
る
日
本
の
文
化
の

発
信
拠
点
に
な
る
よ
う
で
し
た
ら
、
こ
の
上
な
く

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
日
本
人
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
の
活

躍
に
よ
り
、
お
か
げ
さ
ま
で
都
ホ
テ
ル
も
そ
の
恩

恵
に
あ
ず
か
っ
て
い
ま
す
。
都
ホ
テ
ル
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
は
、
地
元
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
描
い
た
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
・
ド
ジ
ャ
ー
ズ
の
大
谷
翔
平
選
手
の
壁
画

に
よ
り
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
を
訪
れ
る
日
本
人
観

光
客
の
重
要
な
立
ち
寄
り
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い

ま
す
。
実
は
、
こ
の
壁
画
は
営
利
と
は
関
係
な

く
、
壁
画
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
当

局
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
ド
ジ
ャ
ー
ス
、
及
び
大
谷

翔
平
選
手
本
人
の
許
可
を
得
て
描
か
れ
た
も
の
で

す
が
、
関
連
ア
プ
リ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
イ
ン

ス
ト
ー
ル
す
る
と
、
大
谷
選
手
の
バ
ッ
ト
ス
イ
ン

グ
が
見
ら
れ
る
と
い
っ
た
仕
掛
け
も
あ
り
ま
す
。

～ 新春企画アンケート実施中！～

リンクはこちら

　早いもので、今年もあとわずか。

　ガルフストリーム編集部では、すでに二〇二六年一月号に

向けた準備が本格スタートしています。

　そこで、皆さまにひとつお願いがあります。新春特別企画

アンケートに、ぜひご協力いただけませんか？

　読者の皆さまの声が、誌面づくりの大きな力になります。

所要時間はわずか五分。気軽にご参加いただける内容です。

　

　新しい年の始まりを、皆さまと一緒にもっと楽しく。

 　

　ご協力、どうぞよろしくお願いいたします。

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfeMl4meLliV48dc6-H-wUXmGjGiMwwsLRmPcpHIiC7eao7jA/viewform
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寒波への備え

　
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で
は
冬
の
到
来
と
共
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
シ
ー
ズ

ン
は
終
わ
り
を
告
げ
ま
す
が
、
比
較
的
温
暖
な
冬
で
も
寒
波
の

到
来
に
よ
る
大
規
模
停
電
、
断
水
と
い
っ
た
大
き
な
影
響
を
伴

う
自
然
災
害
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
二
〇
二
一
年
二

月
に
は
三
十
二
年
振
り
と
な
る
記
録
的
な
寒
波
Ｕ
ｒ
ｉ
が
到
来

し
、
こ
こ
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で
も
積
雪
が
あ
り
、
広
範
な
地
域
で

数
日
に
亘
っ
て
停
電
や
断
水
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
Ｕ
ｒ
ｉ

ほ
ど
の
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
一
月
に
も
寒
波

Ｅ
ｎ
ｚ
ｏ
が
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
に
積
雪
を
も
た
ら
し
、
一
部
地
域

で
は
停
電
や
凍
結
に
よ
る
水
道
管
の
破
裂
と
い
っ
た
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
冬
が
深
ま
る
に
つ
れ
て
四
年
前
の
よ

う
な
想
像
を
超
え
る
寒
波
が
来
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、

十
分
な
準
備
を
心
掛
け
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
二
〇
二
一
年
に
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
を
襲
っ
た
大
寒
波
Ｕ
ｒ
ｉ
で

は
至
る
所
で
凍
結
に
よ
り
水
道
管
の
破
裂
が
発
生
し
、
広
範
囲

で
断
水
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
寒
さ
に
よ
る
凍
結
で
発
電
設

備
の
稼
働
が
停
止
す
る
一
方
で
、
暖
房
の
た
め
急
激
に
電
力
需

要
が
増
大
し
、
テ
キ
サ
ス
州
固
有
の
送
電
網
事
情
も
相
ま
っ
て

四
・
五
百
万
件
を
超
え
る
停
電
が
発
生
し
ま
し
た
。
昨
年
七
月

の
ハ
リ
ケ
ー
ン
Ｂ
ｅ
ｒ
ｙ
ｌ
に
よ
る
停
電
が
二
百
万
件
ほ
ど
で

し
た
の
で
、
二
倍
を
超
え
る
規
模
の
停
電
と
な
り
ま
す
。
地
域

に
よ
っ
て
は
長
期
間
に
亘
っ
て
水
と
電
気
と
い
う
重
要
な
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
が
途
絶
さ
れ
、
非
常
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
停
電
の
結
果
、
暖
を
と
る
た
め
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た
ま

ま
の
車
内
で
過
ご
し
た
り
、
屋
内
で
発
電
機
を
使
用
し
た
こ
と

に
よ
り
、
多
く
の
人
が
一
酸
化
炭
素
中
毒
に
な
っ
た
と
さ
れ
、

さ
ら
に
は
ろ
う
そ
く
が
原
因
と
さ
れ
る
住
宅
火
災
も
発
生
し
ま

し
た
。

　
停
電
や
断
水
に
よ
る
大
き
な
影
響
と
し
て
は
、
暖
房
が
使
え

な
い
こ
と
に
よ
る
厳
し
い
寒
さ
、
不
自
由
な
食
事
、
食
器
の
洗

い
物
や
ト
イ
レ
等
に
必
要
な
生
活
用
水
の
不
足
、
携
帯
電
話
の

充
電
問
題
、
路
面
凍
結
に
よ
る
車
移
動
の
制
限
、
ス
ー
パ
ー
や

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
品
不
足
と
い
っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
備
え
、
十
分
な
飲
料
水
や
食
料
を
確

保
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
浴
槽
や
バ
ケ
ツ
に
生
活
用
水
を
し

っ
か
り
貯
め
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
携
帯
電
話
の
充
電
器
、
洗

い
物
が
不
要
な
紙
コ
ッ
プ
や
紙
皿
、
懐
中
電
灯
、
暖
か
い
食
事

を
取
る
た
め
の
簡
易
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
防
寒
服
等
も
備
え
て
お
き

た
い
も
の
で
す
。
車
の
ガ
ソ
リ
ン
を
事
前
に
満
タ
ン
に
し
て
お

く
こ
と
も
重
要
で
す
。
ま
た
、
路
面
凍
結
時
に
は
不
要
不
急
な

　
ま
た
、
寒
波
の
話
か
ら
は
そ
れ
ま
す
が
、
車
に
関
す
る
ヒ
ュ

ー
ス
ト
ン
特
有
の
事
情
と
し
て
、
冬
の
タ
イ
ヤ
空
気
圧
の
低
下

が
あ
り
ま
す
。
夏
と
比
較
し
て
空
気
圧
が
二
～
三
割
ほ
ど
低
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
故
防
止
と
燃
費
改
善
の
観
点

か
ら
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
、
タ
イ
ヤ
シ
ョ

ッ
プ
等
で
空
気
圧
を
ご
確
認
の
上
、
必
要
な
空
気
を
注
入
し
て

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
寒
暖
の
差
が
激
し
い
と
冬
の
期
間
に

二
～
三
回
空
気
注
入
が
必
要
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ヒューストンにも

雪が降る

寒
波
に
つ
い
て

大
寒
波 

Ｕ
Ｒ
Ｉ

寒
波
へ
の
備
え

タ
イ
ヤ
の
空
気
圧

外
出
は
控
え
る
こ
と
、
停
電

と
な
っ
た
場
合
に
は
上
記
の

よ
う
な
一
酸
化
炭
素
中
毒
や

火
災
の
予
防
に
も
気
を
付
け

て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
、
各
企
業
様
で
従
業

員
の
安
否
確
認
の
方
法
を
事

前
に
確
認
・
設
定
し
て
お
く

こ
と
も
重
要
で
す
。

　

　
ガ
ル
フ
ス
ト
リ
ー
ム
で
は
二
〇
二
一
年
の
寒
波
の
際
に
寒
波

特
集
を
組
ん
で
お
り
、
安
全
危
機
管
理
ペ
ー
ジ
か
ら
お
役
立
ち

サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
を
記
載
し
た
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
、
商
工
会
の

会
員
様
向
け
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
等
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
参
考
に
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

安全・危機管理特命理事

　　　　　　　　　　竹原 優

25年1月寒波Enzoによる積雪

寒波Enzoによるつらら

https://www.jbahoustongulfstream.com/_files/ugd/66ffda_1beb07507fd349e3865ae7fcfe3f66e5.pdf
https://www.jbahoustongulfstream.com/_files/ugd/66ffda_1beb07507fd349e3865ae7fcfe3f66e5.pdf
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    月       日（火）10：30～12：30  @三水会センター会議室 

 

　
十
月
十
六
日
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
日
本
商
工

会
主
催
の
三
水
会
ク
ラ
ブ
に
て
、
美
筋
ヨ
ガ

の
レ
ッ
ス
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
十
五
名
の
参
加
者
と
三
名
の
お
子

さ
ま
が
参
加
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

の
見
守
り
の
も
と
、
安
心
し
て
ヨ
ガ
の
時
間

を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
美
筋
ヨ
ガ
は
〝
ほ
ぐ
す
・
伸
ば
す
・
鍛
え

る
〟
の
三
ス
テ
ッ
プ
で
体
を
整
え
ま
す
。
今

回
は
足
裏
、
下
肢
・
肩
甲
骨
ま
わ
り
、
骨
盤

ま
わ
り
な
ど
、
日
常
生
活
で
凝
り
固
ま
り
や

す
い
部
分
を
中
心
に
、
呼
吸
と
と
も
に
ゆ
っ

く
り
動
か
し
、
良
い
姿
勢
へ
導
く
内
容
で
行

い
ま
し
た
。
ス
ト
レ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
ロ
ー
ラ

ー
も
使
用
し
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
皆

さ
ん
一
緒
に
体
を
動
か
し
ま
し
た
。

　
ほ
ぐ
し
の
時
間
に
は
、
普
段
気
づ
か
な
い

足
裏
や
お
尻
ま
わ
り
の
こ
り
を
感
じ
る
方
も

多
く
、
ご
自
身
の
体
と
向
き
合
う
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。
ス
ト
レ
ッ
チ
の
後
は
、
イ

ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
と
ア
ウ
タ
ー
マ
ッ
ス
ル
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
鍛
え
る
動
き
を
行
い
、
姿
勢

改
善
へ
と
つ
な
げ
ま
し
た
。

　
レ
ッ
ス
ン
終
盤
で
は
、
〝
シ
ャ
バ
ー
サ
ナ

（
お
休
み
の
ポ
ー
ズ
）
〟
を
取
り
入
れ
、
日

頃
の
頑
張
り
と
レ
ッ
ス
ン
を
や
り
遂
げ
た
自

分
自
身
を
労
う
穏
や
か
で
静
寂
な
時
間
に
。

レ
ッ
ス
ン
中
は
終
始
穏
や
か
な
雰
囲
気
で
、

自
然
と
笑
顔
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
終
了
後
の
写
真
で
は
姿
勢
の
変
化
も
見
ら

れ
、
〝
体
が
軽
く
な
っ
た
〟
、
〝
姿
勢
が
整

っ
た
〟
、
〝
久
し
ぶ
り
に
自
分
の
体
と
向
き

合
え
た
〟
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
海
外
生
活
や
育
児
で
忙
し
い
日
々
の

中
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
た
と
の
感
想
も
多

　

く
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
ひ
と
と
き
と
な

り
ま
し
た
。
お
茶
を
い
た
だ
き
な
が
ら
の
交
流

タ
イ
ム
で
は
、
初
対
面
の
方
同
士
で
も
会
話
が

弾
み
、
温
か
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
レ
ッ
ス
ン
を
通
じ
て
、
参
加
者
の
皆

さ
ま
が
体
を
動
か
す
心
地
よ
さ
を
再
確
認
さ

れ
、
笑
顔
で
帰
ら
れ
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　
今
後
も
三
水
会
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て
、
交
流
と

健
康
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

（
助
産
師
・
美
筋
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

中
北 

若
子
）

三水会クラブ 美筋Yoga ヨガ講座

バレンタイン♡グラスサンドアート

ワークショップ

講師：マクファーランドふみ　グラスサンドアーティスト・講師　

日本で習得したグラスサンドアートの技術をもとに「砂のアートの楽しさ」と「簡単

に作れるデザイン」をレッスンやSNSを通じて発信しています。色とりどりの砂が織

りなす模様を眺めながら、まるで瞑想のように心が落ち着く、そんな不思議な魅力

を、ぜひご体験してみてください。

詳細・お申し込みは商工会ホームページをご覧ください。

1 13
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十
月
十
八
日
（
土
）
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
日
本
語
補
習

校
小
学
部
六
年
生
を
対
象
と
し
た
茶
道
教
室
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
Ａ
組
十
五
名
、
Ｂ
組
十
四
名
、
計
二
十
九
名

の
生
徒
が
参
加
し
、
日
本
の
伝
統
文
化
に
触
れ
る
貴
重
な

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
三
水
会
セ
ン
タ
ー
に
到

着
し
、
ま
ず
茶
道
の
歴
史
や
所
作
の
意
味
に
つ
い
て
簡
単

な
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
順
番
に
お
茶
席
に
入

り
、
礼
儀
作
法
や
お
抹
茶
の
い
た
だ
き
方
を
学
び
な
が

ら
、
お
菓
子
と
お
抹
茶
の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
裏
方
で

は
、
係
の
者
が
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
い
な
が
ら
、
一
服

ず
つ
丁
寧
に
お
茶
を
点
て
、
生
徒
の
皆
さ
ん
に
提
供
し
ま

し
た
。

　
初
め
て
の
茶
道
体
験
に
緊
張
し
た
面
持
ち
で
席
に
着
い

た
生
徒
た
ち
で
し
た
が
、
お
抹
茶
を
飲
み
終
え
た
後
に

「
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
、
そ
の

瞬
間
、
心
が
温
か
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
〝
い
つ
も
猫

背
な
の
に
、
あ
の
間
だ
け
背
筋
が
ぴ
ん
と
伸
び
ま
し

た
。
〟
と
い
う
感
想
も
寄
せ
ら
れ
、
所
作
を
通
し
て
自
然

と
姿
勢
が
整
う
茶
道
の
力
を
感
じ
て
も
ら
え
た
よ
う
で

す
。
さ
ら
に
、
説
明
中
に
は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
真
剣
に

耳
を
傾
け
る
姿
も
見
ら
れ
、
私
た
ち
も
大
変
う
れ
し
く
思

い
ま
し
た
。
「
お
抹
茶
は
ど
こ
で
買
え
る
の
で
す
か
。
」

と
い
う
質
問
も
あ
り
、
味
わ
い
を
気
に
入
っ
て
く
れ
た
様

子
に
、
茶
道
を
通
じ
て
日
本
文
化
へ
の
関
心
が
芽
生
え
た

こ
と
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

　
海
外
に
暮
ら
す
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
日
本
の
伝
統
文

化
に
触
れ
る
機
会
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
し
て
茶
道

は
、
日
本
国
内
で
も
体
験
す
る
機
会
が
少
な
い
貴
重
な
文

化
で
す
。
今
回
の
教
室
を
通
じ
て
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が
少

し
で
も
日
本
の
心
に
触
れ
、
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た

な
ら
、
私
た
ち
に
と
っ
て
何
よ
り
の
喜
び
で
す
。

Show
ing Japan 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム 

★
メ
ン
バ
ー
は
随
時
、
募
集
中
で
す
！

ショーイングジャパンより

茶道教室のご報告

ショーイングジャパンより

茶道教室のご報告

　
令
和
七
年
一
〇
月
十
八
日
、
〝
日
本
の
伝
統
文
化
に
親
し
み
、
理
解

を
深
め
る
〟
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
茶
道
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
の
三
水
会
セ
ン
タ
ー
に
向
か
う
バ
ス
の
中
で
、
児
童
た
ち
は
こ
れ

か
ら
体
験
す
る
日
本
文
化
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
会
場
に
到
着
し
ド
ア
を
開
け
る
と
、
そ
こ
に
は
茶
室
に
見
立
て
ら

れ
、
一
面
に
畳
が
敷
か
れ
た
空
間
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
衝
立
に
は

〝
一
期
一
会
〟
の
掛
け
軸
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
前
に
は
季
節
の
花
が
美

し
く
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
る
で
外
の
世
界
と
は
別
の
空
間
に
足
を

踏
み
入
れ
た
よ
う
で
、
子
ど
も
た
ち
は
一
瞬
で
そ
の
静
か
な
雰
囲
気
に

引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
茶
道
教
室
で
は
、
礼
の
種
類
に
は
じ
ま
り
、
使
用
す
る
道
具
の
名
前

や
役
割
、
扇
子
の
意
味
と
扱
い
方
、
懐
紙
の
使
い
方
、
さ
ら
に
は
お
菓

子
や
お
茶
の
い
た
だ
き
方
に
至
る
ま
で
、
大
変
丁
寧
に
ご
指
導
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
参
加
者
全
員
が
お
茶
席
に
入
り
、
実
際
に
作
法

を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
茶
道
体
験
を
終
え
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
「
茶
碗
や
茶
杓
な
ど
の

道
具
を
何
度
も
丁
寧
に
拭
い
て
い
て
、
お
も
て
な
し
の
心
を
感
じ

た
。
」
「
お
茶
が
と
て
も
お
い
し
く
、
今
度
は
自
分
で
お
茶
を
点
て
て

み
た
い
。
」
「
耳
を
澄
ま
す
と
聞
こ
え
る
お
茶
を
点
て
る
音
が
き
れ
い

だ
っ
た
。
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

小
学
部
六
年
生
　
茶
道
教
室

　
茶
道
教
室
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
は
茶
道
の
歴
史
や
礼
儀

作
法
だ
け
で
な
く
、
相
手
を
思

い
や
る
気
持
ち
や
細
や
か
な
心

遣
い
を
大
切
に
す
る
「
日
本
の

心
」
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た

飯
塚
様
を
は
じ
め
、
シ
ョ
ー
イ

ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
の
皆
様
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン

日
本
語
補
習
校 

伊
藤 
美
央
）

https://showingjapan.net/
https://www.instagram.com/showingjapanhouston/
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二
〇
二
五
年
十
月
二
十
三
日
、Fort Bend

Independent School D
istrict

（
Ｆ
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
）
の
ク

レ
メ
ン
ツ
高
校
に
て
、
シ
ョ
ー
イ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
の
活

動
の
一
環
と
し
て
書
道
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
同
校
の
日
本
語
ク
ラ
ス
を
担
当
さ
れ
て
い
る
シ

ェ
リ
ダ
ン
先
生
の
ご
協
力
の
も
と
、
五
ク
ラ
ス
・
計
七

十
一
名
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。
墨
の
香
り
に
包
ま

れ
た
教
室
で
は
、
生
徒
た
ち
が
一
筆
一
筆
に
集
中
し
、

日
本
語
の
文
字
の
美
し
さ
や
書
の
奥
深
さ
に
触
れ
ま
し

た
。

　
授
業
の
は
じ
め
に
は
、
筆
の
持
ち
方
や
筆
運
び
の
コ

ツ
、
文
字
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
方
な
ど
を
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
交
え
て
紹
介
。
そ
の
後
、
生
徒
た
ち
は

思
い
思
い
に
自
分
の
好
き
な
漢
字
を
書
き
始
め
ま
し

た
。

シ
ョ
ー
イ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
よ
り

書
道
体
験
教
室
開
催
の
ご
報
告

い
っ
た
話
題
で
盛
り
上
が
り
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
交
流
の

ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
初
め
て
筆
を
持
つ
生
徒
も
多
く
い
ま
し
た
が
、
ど
の

作
品
に
も
個
性
と
真
剣
さ
が
表
れ
、
完
成
し
た
作
品
を

誇
ら
し
げ
に
見
つ
め
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
今
回
の

書
道
体
験
は
、
単
な
る
文
化
紹
介
に
と
ど
ま
ら
ず
、
言

語
と
芸
術
を
通
じ
た
異
文
化
理
解
の
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
シ
ェ
リ
ダ
ン
先
生
を
は
じ
め
地
域

の
教
育
関
係
者
の
方
々
と
連
携
し
、
こ
う
し
た
文
化
交

流
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
シ
ョ
ー
イ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
メ
ン
バ
ー
）

　
中
で
も
「
猫
」
「
愛
」
「
夜
」
と
い

っ
た
漢
字
を
選
ぶ
生
徒
が
多
く
、
可
愛

ら
し
さ
や
優
し
さ
、
静
け
さ
と
い
っ
た

イ
メ
ー
ジ
を
大
切
に
し
て
い
る
様
子
が

印
象
的
で
し
た
。
「
こ
の
漢
字
は
ど
う

発
音
す
る
の
？
」
「
ど
ん
な
意
味
？
」

と
い
っ
た
質
問
が
飛
び
交
い
、
日
本
語

へ
の
興
味
と
探
究
心
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
お
昼
休
み
に
は
日
本
語
を
選

択
し
て
い
る
生
徒
た
ち
と
昼
食
を
共
に

し
、
言
葉
や
文
化
に
つ
い
て
自
由
に
語

り
合
う
時
間
を
持
ち
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
は
「
将
来
日
本
に
行
っ
て
み
た
い
」

「
ア
ニ
メ
や
日
本
食
が
大
好
き
」
と

あそ
ぼーかい

１２月９日（火）
１０：３０～

三水会センター・キッズルーム

１２月５日（金）
１０：００～

三水会センター・キッズルーム

詳細／お申し込みは

商工会ホームページを

ご覧ください。

他団体便り

ヒューストン日本人会主催

新年餅つき大会
日時：２０２６年１月１７日（土）
          ４：３０PM～６：３０PM

場所：望月文化センター
11403 Regency Green Dr, 
Cypress, TX77429

※お手伝いいただける方は
　　　　　日本人会まで。

https://jagh.org/


　
十
一
月
一
日
、

秋
晴
れ
の
空
の
下

で
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン

日
本
語
補
習
校
の

運
動
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年

で
第
四
十
七
回
を

迎
え
る
こ
の
行
事

に
は
、
幼
稚
部
か

ら
高
等
部
ま
で
の

約
五
百
八
十
名
と

そ
の
家
族
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　
幼
稚
部
か
ら
小
学
部
三
年
生
に
よ
る
第
一
部
の
開
会

式
で
は
、
生
徒
に
よ
る
第
一
部
の
開
会
式
で
は
、
生
徒

に
よ
る
元
気
な
挨
拶
と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
よ
る
挨
拶
が

行
わ
れ
、
会
場
は
温
か
い
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
全

員
競
技
と
し
て
の
大
玉
送
り
を
皮
切
り
に
、
幼
稚
部
に

よ
る
保
護
者
と
の
〝
ヌ
ー
ド
ル
ハ
リ
ケ
ー
ン
〟
が
行
わ

れ
、
初
め
て
補
習
校
の
運
動
会
に
参
加
す
る
幼
稚
部
も

笑
顔
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
小
学

部
一
年
生
は
〝
チ
ェ
ッ
コ
リ
玉
入
れ
〟
で
可
愛
ら
し
く

競
争
し
、
小
学
部
二
年
生
は
〝
走
っ
て
は
こ
ん
で
く
ぐ

っ
て
ゴ
ー
ル
〟
で
箱
を
持
っ
て
駆
け
抜
け
、
小
学
部
三

年
生
は
〝
な
か
よ
く
フ
ラ
フ
ー
プ
〟
で
素
晴
ら
し
い
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
最
後
に
小
学
部

一
年
生
か
ら
三
年
生
の
代
表
者
に
よ
る
紅
白
リ
レ
ー
で

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
、
第
一
部
は
白
組
の
勝
利
と

共
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
長
沼
総
領
事
に
よ
る
挨
拶
に
続
き
、
中
学

部
三
年
生
徒
に
よ
る
力
強
い
選
手
宣
誓
で
小
学
部
四
年

生
か
ら
高
等
部
に
よ
る
第
二
部
が
始
ま
り
ま
し
た
。
全

員
競
技
と
し
て
の
大
玉
送
り
か
ら
、
小
学
部
四
年
生
が

〝
デ
カ
パ
ン
ｇ
ｏ
！
ｇ
ｏ
！
〟
で
転
ん
で
も
諦
め
な
い

姿
を
見
せ
て
く
れ
、
小
学
部
五
年
生
は
〝
出
る
杭
は
打

た
れ
る
〟
で
長
い
棒
を
使
い
チ
ー
ム
全
員
で
飛
ん
だ
り
し

ゃ
が
ん
だ
り
す
る
中
で
、
最
後
は
大
接
戦
と
な
り
ま
し

た
。
小
学
部
六
年
生
は
〝
目
指
せ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
〟
で

縄
跳
び
を
含
む
障
害
物
リ
レ
ー
で
競
争
し
、
中
高
等
部
に

よ
る
〝
大
玉
様
お
百
度
参
り
〟
で
は
、
先
生
方
に
加
え
て

校
長
先
生
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
も
参
加
す
る
競
技
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
第
二
部
の
後
半
戦
は
定
番
の
綱
引
き
や
紅
白

リ
レ
ー
で
大
歓
声
が
絶
え
ず
、
最
後
は
赤
組
が
勝
利
を
収

め
ま
し
た
。

　
閉
会
式
で
は
、
長
沼
総
領
事
か
ら
の
開
会
挨
拶
の
バ
ト

ン
を
し
っ
か
り
受
け
取
っ
た
校
長
先
生
の
講
評
が
会
場
に

大
き
な
笑
い
を
生
み
、
小
学
部
六
年
生
が
誠
実
な
閉
会
の

こ
と
ば
を
述
べ
、
運
動
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
運
動
会
を
通
じ
て
、
生
徒
の
成
長
を
感
じ
る
と
共
に
、

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
日
本
語
補
習
校
の
つ
な
が
り
が
よ
り
強
く

な
っ
た
こ
と
を
実
感
す
る
一
日
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
補
習
校
運
営
委
員 

堀 

竜
平
）
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補習校

大運動会

20252025年年 4747回回第第

ダイキン工業株式会社グループ
　
十
月
十
一
日
（
土
）
に
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
日
本
語
補
習
校

の
小
学
三
年
生
六
十
七
名
が
弊
社
ダ
イ
キ
ン
・
テ
キ
サ

ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
パ
ー
ク
（
以
下
、
ダ
イ
キ
ン
）
に

来
訪
し
ま
し
た
。
ダ
イ
キ
ン
は
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
中
心
部

か
ら
三
十
分
ほ
ど
の
Ｗ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ
市
に
あ
り
、
土
地
面

積
約
二
〇
〇
万
㎡
、
延
床
面
積
は
三
七
・
三
万
㎡
で
、
工

場
と
し
て
は
全
米
ト
ッ
プ
五
に
入
る
巨
大
な
工
場
で
す
。

　
最
初
に
会
社
概
要
や
エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て
の
説
明
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
三
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
安
全

道
場
、
工
場
、
商
品
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
順
番
に
見
学
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　
安
全
道
場
と
は
、
工
場
で
起
こ
り
う
る
怪
我
の
危
険
を

実
演
し
て
、
一
人
一
人
の
安
全
意
識
を
高
め
る
た
め
の
施

設
で
す
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
有
効
性
の
実
演
（
植
木
鉢
に
上

か
ら
鉄
の
玉
を
落
と
す
実
験
）
な
ど
、
工
場
や
社
会
で
起

こ
り
う
る
危
険
な
状
況
を
安
全
に
再
現
し
た
実
験
を
目
の

前
で
見
る
こ
と
で
、
身
体
を
守
る
た
め
の
装
備
の
大
切
さ

を
理
解
し
て
も
ら
い
、
安
全
の
大
切
さ
を
体
験
し
て
も
ら

え
た
と
思
い
ま
す
。

　
続
い
て
、
カ
ー
ト
に
乗
っ
て
エ
ア
コ
ン
室
外
機
の
組
立

ラ
イ
ン
と
、
完
成
品
の
保
管
倉
庫
を
紹
介
し
ま
し
た
。
組

立
ラ
イ
ン
で
は
、
無
人
の
部
品
搬
送
車
と
部
品
取
付
け
用

ロ
ボ
ッ
ト
の
説
明
を
し
ま
し
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
や
人
が
エ
ア

コ
ン
を
組
み
立
て
る
様
子
に
子
供
達
は
興
味
津
々
で

「
（
ロ
ボ
ッ
ト
が
）
動
い
て
い
る
！
」
と
感
動
し
た
様
子

で
し
た
。
倉
庫
で
は
直
線
距
離
九
五
〇
ｍ
の
通
路
を
紹

介
。
「
広
い
！
」
「
こ
ん
な
大
き
い
倉
庫
が
埋
ま
る
ほ
ど

エ
ア
コ
ン
を
作
っ
て
い
る
の
！
？
」
と
驚
き
の
声
が
あ
が

り
ま
し
た
。

　
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
は
、
エ
ア
コ
ン
を
お
客
様
に
お
届
け

す
る
ま
で
に
は
た
く
さ
ん
の
人
の
力
が
必
要
な
こ
と
を
ス

ラ
イ
ド
で
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
実
際
の
製
品
を
見

な
が
ら
、
エ
ア
コ
ン
の
構
成
や
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
で
は

エ
ア
コ
ン
の
見
た
目
が
違
う
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

日本語補習校 会社見学ヒューストン 2025
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十
月
二
十
五
日
、
今
年
で
三
回
目
と
な
る

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
バ
レ
エ
団
舞
台
裏
見
学
に
行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
の
参
加
者
は
、

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
日
本
語
補
習
校
中
学
部
三
年

二
十
一
名
の
生
徒
た
ち
と
、
教
員
三
名
、
保

護
者
六
名
で
す
。
こ
の
日
は
大
雨
の
予
報
が

出
て
い
た
た
め
、
見
学
欠
席
の
届
け
を
出
し

て
い
た
生
徒
た
ち
の
現
地
校
の
予
定
が
キ
ャ

ン
セ
ル
に
な
り
、
見
学
を
諦
め
て
い
た
生
徒

た
ち
に
と
っ
て
は
嬉
し
い
天
気
予
報
と
な
り

ま
し
た
。
お
か
げ
で
参
加
人
数
が
当
初
の
予

定
よ
り
大
幅
に
増
え
、
し
か
も
午
前
中
は
雨

が
ぱ
ら
つ
い
た
程
度
と
い
う
お
ま
け
付
き
で

し
た
。

　
ツ
ア
ー
は
十
時
に
始
ま
り
、
早
速
階
段
を

上
っ
て
二
階
の
衣
裳
部
屋
へ
と
移
動
し
ま
し

た
。
部
屋
の
奥
の
方
ま
で
び
っ
し
り
並
ん
だ

棚
に
は
、
演
目
を
書
い
た
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ

た
箱
が
天
井
ま
で
整
然
と
積
み
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
壁
側
に
は
大
手
手
芸
店
顔
負
け
の

ロ
ー
ル
に
な
っ
た
布
が
山
と
積
み
上
げ
ら

れ
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
布
に
は
、
ど
の
作
品

の
誰
の
衣
装
に
使
っ
た
布
か
が
わ
か
る
よ
う

に
タ
グ
が
付
い
て
い
ま
す
。
そ
の
向
こ
う
に

は
、
サ
イ
ズ
ご
と
に
分
け
ら
れ
た
靴
が
ギ
ュ
ウ
ギ
ュ
ウ
に
詰

め
こ
ま
れ
た
衣
装
ケ
ー
ス
が
棚
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
生
徒
た
ち
は
珍
し
そ
う
に
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
し
な
が
ら
、

十
一
月
か
ら
始
ま
る
恒
例
の
「
く
る
み
割
り
人
形
」
用
の
素

敵
な
舞
台
衣
装
が
吊
る
さ
れ
た
衣
装
ラ
ッ
ク
の
間
を
縫
っ
て

進
み
ま
す
。
突
き
当
り
は
、
床
が
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
く
ら

い
大
き
な
作
業
机
が
所
狭
し
と
お
か
れ
た
広
い
部
屋
で
し

た
。
机
の
上
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
形
の
ミ
シ
ン
が
置
か
れ
て

い
ま
す
。
部
屋
の
中
央
ま
で
進
む
と
、
か
つ
ら
を
か
ぶ
っ
た

頭
部
の
み
の
マ
ネ
キ
ン
が
置
か
れ
て
い
る
四
段
の
移
動
棚
が

い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
の
ダ
ン
サ
ー
の
頭
の

形
の
マ
ネ
キ
ン
を
準
備
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
ぴ
っ
た
り
合

っ
た
か
つ
ら
を
作
る
の
だ
そ
う
で
す
。
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
バ
レ

エ
で
は
衣
裳
の
重
要
性
を
認
識
し
、
地
下
室
な
ど
に
置
か
れ

が
ち
な
衣
裳
部
屋
を
、
三
面
が
窓
に
な
っ
て
い
る
二
階
の
一

番
明
る
い
場
所
に
し
て
い
ま
す
。
遠
く
か
ら
で
は
見
え
な
い

よ
う
な
小
さ
い
花
や
ビ
ー
ズ
や
レ
ー
ス
を
、
一
つ
一
つ
丁
寧

に
手
作
業
で
縫
い
付
け
る
作
業
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
は
、

ス
タ
ッ
フ
を
大
切
に
す
る
バ
レ
エ
団
の
姿
勢
の
表
れ
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

　
衣
裳
部
屋
を
出
た
あ
と
、
ス
ミ
ス
ス
ト
リ
ー
ト
の
上
を
ま

た
い
で
Ｗ
ｏ
ｒ
ｔ
ｈ
ａ
ｍ
　
Ｔ
ｈ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
に
架
か
る
二

階
の
渡
り
廊
下
を
見
学
し
ま
し
た
。
渡
り
廊
下
の
横
に
は
、

Ｎ
ｕ
ｔ
ｃ
ｒ
ａ
ｃ
ｋ
ｅ
ｒ
　
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｅ
ｔ
の
部
屋
が
あ

り
、
十
一
月
十
三
日
か
ら
Ｎ
Ｒ
Ｇ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
あ
と
、
廊
下
か
ら
練
習
場
の
レ
ッ
ス
ン
の
様
子
を
拝

見
し
て
い
る
と
、
プ
リ
ン
シ
パ
ル
の
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
所
属

さ
れ
て
い
る
加
治
屋
百
合
子
さ
ん
が
い
ら
し
て
、
ダ
ン
サ
ー

の
紹
介
や
練
習
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
補

習
校
生
徒
の
た
め
に
ご
自
分
の
レ
ッ
ス
ン
を
中
断
し
て
き
て

く
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ま
し
た
。
ま
た
、
稼
働
中
の
室
外
機
の
音
を
専
用
ブ
ー
ス
で
体
験
し

て
も
ら
い
、
動
い
て
い
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
ぐ
ら
い
静
か
な
作

動
音
に
子
供
た
ち
は
驚
い
て
い
ま
し
た
。
ダ
イ
キ
ン
は
日
本
式
か
ら

ア
メ
リ
カ
式
ま
で
、
住
宅
用
か
ら
業
務
用
ま
で
非
常
に
幅
広
い
エ
ア

コ
ン
（
空
調
機
）
を
揃
え
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
り
、
エ
ア
コ
ン
の

ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
商
品
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
の
豊
富
さ
を
感
じ

て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
の
Ｑ
＆
Ａ
で
は
、
エ
ア
コ
ン
の
洗
浄
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か

や
、
エ
ア
コ
ン
は
何
年
で
壊
れ
る
の
か
な
ど
、
エ
ア
コ
ン
の
専
門
的

な
質
問
か
ら
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
話
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
質
問
を
子
供

達
か
ら
い
た
だ
き
、
場
は
非
常
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
こ
の
工
場
見
学
を
通
し
て
、
エ
ア
コ
ン
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
け
た
と
共
に
、
た
く
さ
ん
の
小
さ
い
部
品
か
ら
エ
ア
コ
ン
が
で

き
て
い
る
こ
と
、
身
の
回
り
の
現
象
を
活
用
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。
子
供
達
が
モ
ノ
づ

く
り
へ
の
興
味
を
深
め
、
学
ぶ
こ
と
の
面
白
さ
を
よ
り
感
じ
る
き
っ

か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
（
ダ
イ
キ
ン
補
習
校
見
学
会
事
務
局
）

ヒューストン日本語補習校　会社見学二〇二五　～ダイキン工業株式会社グループ～

だ
さ
っ
た
そ
う
で
す
。
　
　
　

　
建
物
内
の
見
学
が
ひ
と

通
り
終
わ
り
、
い
よ
い
よ

加
治
屋
さ
ん
の
お
話
と
質

疑
応
答
の
時
間
に
な
り
ま

し
た
。
上
海
の
バ
レ
エ
学

校
や
カ
ナ
ダ
の
バ
レ
エ

団
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
バ

レ
エ
団
を
経
て
、
二
〇
一

四
年
に
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
に

い
ら
し
た
経
緯
や
、
バ
レ

エ
以
外
で
も
、
補
習
校
生

徒
と
の
共
通
点
と
し
て
、



語
学
を
身
に
付
け
る
重
要
性
も
話
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち

か
ら
は
、
バ
レ
エ
に
関
係
す
る
こ
と
以
外
に
も
た
く
さ
ん
の

質
問
が
出
ま
し
た
が
、
ど
の
質
問
に
も
丁
寧
に
わ
か
り
や
す

く
お
答
え
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
加
治
屋
さ
ん
の
お
話
か
ら
、

語
学
や
そ
の
道
を
究
め
る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
の
気
づ
き

や
、
人
生
の
選
択
に
つ
い
て
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
生
徒
も
多
か

っ
た
よ
う
で
す
。

　
ダ
ン
サ
ー
が
舞
台
の
上
で
華
や
か
に
優
雅
に
踊
っ
て
い
る

の
は
、
基
礎
を
含
む
日
々
の
厳
し
い
レ
ッ
ス
ン
と
、
踊
る
こ

と
に
対
す
る
情
熱
の
賜
物
で
す
。
そ
し
て
そ
の
陰
に
は
、
レ

ッ
ス
ン
や
舞
台
を
支
え
る
三
倍
の
数
の
ス
タ
ッ
フ
が
い
ま

す
。
ダ
ン
サ
ー
だ
け
が
バ
レ
エ
団
を
形
作
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
す
。
見
学
に
参
加
し
た
生
徒
の
中
に
は
、
ま
だ

一
度
も
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
バ
レ
エ
の
公
演
を
見
た
こ
と
が
な
い

と
い
う
生
徒
も
い
ま
し
た
が
、
舞
台
裏
を
見
て
、
ト
ッ
プ
ダ

ン
サ
ー
の
お
話
を
聞
い
た
後
に
公
演
を
実
際
に
観
れ
ば
、
舞

台
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
す
ご
い
こ
と
な
の

　
十
一
月
八
日
（
土
曜
日
）
、
中
学
部
一
年
生
三
二
名
、

引
率
四
名
を
乗
せ
た
バ
ス
が
補
習
校
を
出
発
し
、
ヒ
ュ
ー

ス
ト
ン
・
ア
ー
ト
地
区
の
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
美
術
館
（The

M
useum

 of Fine Arts

、H
ouston

）
へ
向
か
い
ま
し
た
。

に
ぎ
や
か
な
車
内
で
は
、
教
室
の
中
と
は
少
し
違
う
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
た
生
徒
た
ち
の
表
情
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
渋
滞

も
な
く
ス
ム
ー
ズ
にI‐

10

を
東
へ
進
み
、
予
定
到
着
時
刻

よ
り
二
〇
分
早
く
到
着
し
ま
し
た
。
バ
ス
の
降
車
場
所
で

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
美
術
館
の
写
真
修
復
士
（
〝
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｅ

ｒ
ｖ
ａ
ｔ
ｏ
ｒ
〟
）
で
あ
る
小
関
俊
旭
先
生
が
迎
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　
館
内
に
入
り
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
を
し
た
後
は
、
コ
ン
サ

ヴ
ァ
タ
ー
と
い
う
職
業
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
額
や
絵
画
な
ど
の
各
修
復
ラ
ボ
を
見
学
し
ま

し
た
。
小
関
先
生
の
修
復
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
（
ラ
ボ
）
で

は
、
刷
毛
や
和
紙
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

使
わ
れ
て
い
た
刷
毛
や
和
紙
は
日
本
か
ら
取
り
寄
せ
て
い

る
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
実
演
。
小
関
先
生
は
そ
れ
ら
の

道
具
を
使
っ
て
写
真
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
仕
方
を
実
演
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
前
か
が
み
に
な
り
な
が
ら
見
入
っ

て
い
る
生
徒
た
ち
。
す
べ
て
最
高
の
も
の
を
と
い
う
小
関

先
生
の
こ
だ
わ
り
に
、
日
本
の
伝
統
工
芸
の
魅
力
や
卓
越

し
た
技
術
と
品
質
の
高
さ
を
知
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

見
学
の
最
後
に
は
、
キ
ン
ダ
ー
ビ
ル
で
現
代
美
術
の
国
際

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
見
る
機
会
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
体
験
学
習
で
は
、
美
術
館
の
裏
側
で
あ
る
修
復
ラ

ボ
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
普
段
体
験
で
き
な

い
こ
と
に
触
れ
る
こ
と
で
生
徒
の
好
奇
心
を
大
い
に
刺
激

し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
小
関
先
生
か

ら
将
来
何
に
な
り
た
い
の
か
、
何
を
実
現
し
た
い
の
か
と

い
う
こ
と
に
悩
む
こ
の
時
期
の
生
徒
へ
、
「
た
く
さ
ん
勉

強
し
て
、
た
く
さ
ん
運
動
し
て
、
そ
し
て
健
康
で
い
て
く

だ
さ
い
。
そ
う
す
る
と
き
っ
と
何
か
を
見
つ
け
ら
れ
る
は

ず
」
と
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
年
の
春
以
降
に

新
し
い
写
真
修
復
ラ
ボ
が
完
成
す
る
と
の
こ
と
。
今
後
も

小
関
先
生
に
は
補
習
校
と
美
術
館
の
橋
渡
し
に
な
っ
て
い

た
だ
き
、
ぜ
ひ
新
し
い
ラ
ボ
も
拝
見
し
て
み
た
い
も
の
で

す
。
貴
重
な
体
験
学
習
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
小
関
先

生
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
美
術
館
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

（
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
日
本
語
補
習
校
中
学
部
一
年
担
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亥
本
房
子
）

　
さ
て
、
こ
の
美
術
館
見
学
は
松
本
賢
治
校
長
（
二
〇
〇

六
年
度—

—

二
〇
〇
八
年
度
）
、
現 

徳
島
市
教
育
委
員
会

教
育
長
と
小
関
先
生
が
計
画
し
て
始
め
た
体
験
学
習
で

す
。
今
年
は
、
二
〇
回
目
と
い
う
記
念
の
年
に
な
り
ま
し

た
。
今
夏
、
松
本
先
生
を
訪
ね
た
際
に
、
こ
の
美
術
館
見

学
の
話
に
な
り
、
ま
い
た
種
に
水
を
や
り
、
こ
の
行
事
を

継
続
し
発
展
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
は
、
と
て
も

嬉
し
い
こ
と
だ
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。
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か
を
強
く
実
感
す
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
海
外
で
の
客
演
を
控
え

た
ご
多
忙
中
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
素
晴

ら
し
い
機
会
を
く
だ
さ
っ

た
加
治
屋
さ
ん
と
ヒ
ュ
ー

ス
ト
ン
バ
レ
エ
の
ス
タ
ッ

フ
の
皆
様
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
日
本
語

補
習
校
中
学
部
三
年
担
任
　
　

　
　
　
　
　
佐
藤
暁
子
）

術館美ヒューストン 訪ねてを

ヒューストン日本語補習校 2025 ヒューストンバレエの舞台裏見学記

2025日本語補習校ヒューストン
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図書館便り図書館便り
図書館スタッフ

三水会センター休館のお知らせ
クリスマスと年末年始に伴い、下記の期間は休館とさせていただきます。

１２月２４日（水）～１月５日（月）

１月６日（火）より通常通り開館いたします。

なお休館に伴い、図書貸出期間も一部変更となります。

１２月１０日（水）～１２月２３日（火）：４週間貸出

１月６日（火）より通常通り２週間貸出

　
今
年
度
も
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
雑
誌
を
定
期
購
読
し
て
い
ま

す
。
暮
ら
し
や
子
育
て
、
科
学
、
時
事
ニ
ュ
ー
ス
、
旅
な
ど
、
読

み
応
え
の
あ
る
も
の
を
揃
え
ま
し
た
。
ぜ
ひ
図
書
館
で
お
気
に
入

り
の
一
冊
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

【
月
刊
】

月
刊
Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
が
わ
か
る
：
時
事
ニ
ュ
ー
ス
の
社
会
・
政
治
・
経

済
を
図
や
写
真
で
わ
か
り
や
す
く
解
説
。

ジ
ュ
ニ
ア
ア
エ
ラ
：
子
ど
も
・
中
高
生
向
け
の
学
習
情
報
誌
。
ニ

ュ
ー
ス
や
社
会
問
題
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
、
読
解
力
や
考
え

る
力
を
育
て
る
。

Ｌ
Ｄ
Ｋ
：
消
費
者
目
線
で
家
電
や
生
活
用
品
を
徹
底
比
較
・
評
価

す
る
雑
誌
。
実
用
情
報
や
コ
ス
パ
の
良
い
商
品
選
び
に
役
立
つ
。

天
然
生
活
：
丁
寧
な
暮
ら
し
や
手
仕
事
、
季
節
の
楽
し
み
方
を
提

案
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
誌
。

子
ど
も
の
科
学
：
子
ど
も
向
け
に
科
学
の
不
思
議
や
実
験
を
紹
介

す
る
月
刊
誌
。
楽
し
く
学
べ
る
工
作
や
観
察
記
事
が
豊
富
。

日
系
ト
レ
ン
デ
ィ
ー
：
最
新
の
消
費
ト
レ
ン
ド
、
新
製
品
レ
ビ
ュ

ー
、
価
格
比
較
、
ヒ
ッ
ト
商
品
の
分
析
な
ど
を
幅
広
く
掲
載
。

Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｙ
：
女
性
向
け
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
誌
。
上
品
で
洗
練
さ
れ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
美
容
、
イ
ン
テ
リ

ア
、
旅
な
ど
の
情
報
を
紹
介
。

た
く
さ
ん
の
ふ
し
ぎ
：
子
ど
も
向
け
の
科
学
・
自
然
雑
誌
。
身
近

な
不
思
議
や
科
学
の
仕
組
み
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
、
観
察
や

実
験
の
楽
し
さ
を
伝
え
る

【
季
刊
】

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
Ｆ
ａ
ｍ
ｉ
ｌ
ｙ
：
子
育
て
世
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ソ
ン
向
け
情
報
誌
。
教
育
、
子
育
て
、
家
計
管
理
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
実
用
的
に
紹
介

Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ
　
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
　
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
：
子
ど
も
と
親
が
一
緒
に
楽

し
め
る
情
報
誌
。
教
育
、
子
育
て
、
学
習
法
、
社
会
の
話
題
を
わ

か
り
や
す
く
紹
介
。

Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ａ
　
Ｔ
ｒ
ａ
ｖ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ
：
女
性
向
け
の
旅
行
情
報

誌
。
国
内
外
の
旅
先
や
宿
、
グ
ル
メ
、
文
化
体
験
を
上
質
で
洗
練

さ
れ
た
視
点
で
紹
介
。

【
隔
月
】

Ｋ
ｏ
ｄ
ｏ
ｍ
ｏ
ｅ
：
子
ど
も
と
親
の
た
め
の
情
報
誌
。
育
児
の
コ

ツ
、
絵
本
や
お
も
ち
ゃ
の
紹
介
、
親
子
で
楽
し
め
る
レ
シ
ピ
や
遊

び
を
掲
載
。
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Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｘ
（
日
本
テ
キ
サ
ス
医
学
振
興
会
）
は
、
ヒ
ュ

ー
ス
ト
ン
を
中
心
と
し
た
ア
メ
リ
カ
在
住
邦
人
に
医
療
情

報
や
日
本
人
医
師
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
提
供
し
、
適
切
な
医

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
二
〇
二
五
年
十
月
十
八
日
、
特
別
企
画
と

し
て
〝
米
田
あ
ゆ
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
飛
行
士
と
学
ぶ
宇
宙
医

学
入
門—

—

宇
宙
産
業
と
医
療
最
先
端
の
町—

—

ヒ
ュ
ー

ス
ト
ン
（
米
国
テ
キ
サ
ス
州
）
か
ら
〟
を
テ
ー
マ
に
ウ
ェ

ビ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
今
回
の
企
画
は
、
米
田
あ
ゆ
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
飛
行
士
が

外
科
医
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
き

っ
か
け
に
実
現
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
在
住
の
方
だ
け
で

は
な
く
、
日
本
の
医
師
・
医
学
生
、
さ
ら
に
宇
宙
に
興
味

を
持
つ
一
般
の
方
に
も
広
く
ご
参
加
い
た
だ
き
、
総
参
加

者
は
九
〇
〇
名
を
超
え
る
大
盛
況
の
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
と
な
り

ま
し
た
。

日 本 テ キ サ ス 医 学 振 興 会( J M T X ) 特 別 企 画

　
宇
宙
医
学
に
つ
い
て
は
、
宇
宙
と
い
う
特
殊
な
環
境
を

生
か
し
て
多
岐
に
わ
た
る
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
新

薬
の
開
発
・
健
康
長
寿
に
関
す
る
研
究
、
材
料
・
物
質
科

学
、
燃
焼
科
学
な
ど
、
宇
宙
で
得
ら
れ
た
知
見
が
地
球
上

で
も
大
き
く
役
立
ち
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
成
果
が
非
常
に

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
に
つ
い

て
も
詳
し
く
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
球
か
ら
遠
く
離

れ
た
閉
鎖
環
境
、
宇
宙
放
射
線
の
リ
ス
ク
、
微
小
重
力
の

極
限
環
境
な
ど
、
特
殊
な
場
所
で
滞
在
す
る
こ
と
で
身
体

に
様
々
な
影
響
が
生
じ
ま
す
。
宇
宙
飛
行
士
の
体
は
地
球

か
ら
モ
ニ
タ
ー
さ
れ
、
身
体
面
の
み
な
ら
ず
精
神
心
理
面

に
お
い
て
も
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。
興

味
深
い
話
と
し
て
、
微
小
重
力
環
境
で
は
足
の
裏
に
負
荷

が
か
か
ら
な
い
た
め
、
皮
膚
が
つ
る
つ
る
に
な
る
と
い
う

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
印
象
的
で
し
た
。

　
さ
ら
に
今
後
の
宇
宙
医
学
に
つ
い
て
、
人
は
よ
り
遠
く

月
や
火
星
へ
と
到
達
し
、
老
若
男
女
、
健
康
な
人
だ
け
で

は
な
く
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
や
パ
ラ
ア
ス
ト
ロ
ノ
ー
ト
も

宇
宙
を
目
指
す
時
代
と
な
り
ま
す
。
民
間
企
業
に
よ
る
開

発
や
宇
宙
旅
行
が
進
み
、
宇
宙
は
ま
す
ま
す
身
近
な
存
在

と
な
っ
て
い
ま
す
。
医
学
課
題
や
ニ
ー
ズ
が
新
た
に
生
ま

れ
、
多
く
の
知
見
が
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
で
、
宇
宙
医
学
は

今
後
よ
り
一
層
発
展
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
百
を
超
え
る
質
問
が
寄
せ

ら
れ
、
参
加
者
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

〝
Ｉ
Ｓ
Ｓ
と
い
う
閉
鎖
環
境
で
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を

行
う
際
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
〟
と
い
う
質
問
に
対
し

て
は
、
〝
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
相
手
の
良
い
と

こ
ろ
を
見
つ
け
て
い
く
こ
と
〟
が
大
切
で
あ
り
、
私
た
ち

の
生
活
に
も
通
じ
る
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
〝
宇

宙
で
や
り
た
い
こ
と
は
〟
と
の
質
問
に
は
、
〝
無
重
力
空

間
で
ど
こ
に
も
触
れ
ず
た
だ
漂
っ
て
み
た
い
。
ま
た
、
宇

宙
か
ら
地
球
を
こ
の
目
で
見
た
い
〟
と
答
え
ら
れ
、
宇
宙

米田あゆJAXA宇宙飛行士と学ぶ

宇宙医学入門

～宇宙産業と医療最先端の町

ヒューストン（米国テキサス州）から～

　
は
じ
め
に
、
米
田
さ
ん
の
自
己
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

〝
自
分
の
手
や
身
体
を
動
か
し
て
子
供
た
ち
の
夢
を
繋
ぎ

た
い
〟
と
い
う
思
い
で
小
児
外
科
医
と
し
て
研
鑽
を
積
ん

で
い
た
中
、
宇
宙
飛
行
士
の
募
集
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

〝
自
分
の
知
ら
な
い
世
界
を
知
り
た
い
〟
と
い
う
気
持
ち

か
ら
選
抜
試
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
見
事
に
宇
宙
飛
行
士

に
な
る
夢
を
叶
え
ま
し
た
。
悩
ん
だ
ら
迷
わ
ず
挑
戦
す
る

と
い
う
米
田
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、
そ
し
て
〝
子
供

の
頃
の
自
分
に
背
中
を
押
し
て
も
ら
っ
た
〟
と
い
う
言
葉

に
、
勇
気
づ
け
ら
れ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
続
い
て
、
米
田
さ
ん
が
現
在
実
際
に
行
っ
て
い
る
訓
練

に
つ
い
て
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
知
識
面
だ
け
で
は
な

く
、
着
衣
で
の
水
泳
訓
練
、
カ
メ
ラ
・
動
画
撮
影
の
訓

練
、
低
圧
環
境
の
体
感
、
宇
宙
食
の
試
食
な
ど
、
多
岐
に

わ
た
る
訓
練
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
、
な
か
な
か
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
内
容
に
皆
さ
ん
興
味
深
く
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。
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を
目
指
す
人
に
し
か
体
験
で
き
な
い
、
心
に
残
る
言
葉
で

し
た
。

　
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
と
て
も
貴
重

な
話
が
聞
け
た
」
「
米
田
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
勇

気
を
も
ら
っ
た
」
と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
ア
サ
イ
ン
さ
れ
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
「
こ

れ
か
ら
も
応
援
し
て
い
ま
す
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
多
く

み
ら
れ
、
参
加
者
の
温
か
い
気
持
ち
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　
今
回
、
訓
練
で
ご
多
忙
の
中
ご
登
壇
い
た
だ
い
た
米
田

宇
宙
飛
行
士
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
本
報
告
記
事
が
、
当

日
の
様
子
を
少
し
で
も
お
伝
え
す
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

米田あゆJAXA宇宙飛行士と学ぶ宇宙医学入門

免責事項﹕ＪＭＴＸウェビナーおよび本報告レポートは情報提供を目的として行っ

ています。記載内容には細心の注意を払っておりますが、その正確性・完全性を保

証するものではありません。これらに関連して不利益が生じた場合でも、講演者お

よび日本テキサス医学振興会関係者は責任を負いかねます。記載内容は個人の見解

であり、所属組織の見解ではありません。

Q1.太陽の表面温度は、およそ6000度である。

Q2.人類が地球から一番遠くに送った人工物は探査機ボイジャー1号である。

Q3.月には“風化”があるため、足跡は時間とともに消えていく。

Q4.太陽系の惑星の中で最も1日の長さが長いのは金星である。

Q5.宇宙空間では、沸点は地球上より高くなる。

Q6.銀河系には、太陽のような恒星が約1兆個あると考えられている。

Q7.地球から最も近い恒星「プロキシマ・ケンタウリ」までは光で約4.2年かかる。

Q8.宇宙飛行士は身長が2～3㎝伸びることがある。

Q9.土星の“環”は永久的に存在すると考えられている。

Q10.ブラックホールはすべて巨大で、太陽の数百万倍以上の質量をもつ。

ちょっと一息 宇宙〇×クイズ

A1.〇　実際は約5,500〜6,000℃。太陽の中心は1,500万℃以上。

A2.〇　1977年打ち上げ。現在も太陽系の外を航行中。

A3.×　大気がほぼ無いため風化が起こらず、アポロ宇宙飛行士の足跡は数百万年残ると言われる。

A4.〇　金星は自転が極端に遅く、1回転するのに243日もかかる。

Q5.×　気圧がほとんどゼロなので沸点は極端に低くなる（液体はすぐ気化する）。

Q6.×　約1,000〜4,000億個とされる。1兆は“局所銀河群”全体の規模に近い。

Q7.〇

Q8.〇　無重力で背骨の間隔が広がるため。帰還すると元に戻る。

Q9.×　氷の粒が重力や太陽風で減っており、1億年〜数億年で消える可能性が指摘される。

Q10.×  恒星が崩壊してできる「恒星質量ブラックホール」は、太陽の数倍〜数十倍の質量。



このページでは医療の最前線でご活躍されているメディカルセンターの
ドクターにリレー方式でご登場いただき、健康と医療についてお話頂きます。

テキサスメディカルセンター連
載 最前線

　
腸
内
環
境
を
整
え
る
た
め
の
考
え
方
と
し
て
、
よ
く
耳
に
す
る

の
が
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
〝Probiotics

﹐
〟
プ
レ
バ
イ
オ
テ
ィ

ク
ス
〝Prebiotics

﹐
〟
そ
し
て
そ
の
両
方
を
組
み
合
わ
せ
た
シ
ン

バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
〝Synbiotics
〟
で
す
。
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス

は
体
に
よ
い
影
響
を
与
え
る
「
生
き
た
菌
」
を
摂
取
す
る
こ
と

で
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
納
豆
、
味
噌
、
キ
ム
チ
な
ど
に
含
ま
れ
る
乳

酸
菌
や
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
が
代
表
的
で
す
。
プ
レ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス

は
腸
の
中
に
す
む
善
玉
菌
の
エ
サ
と
な
る
「
食
物
繊
維
や
オ
リ
ゴ

糖
」
を
摂
る
こ
と
で
、
野
菜
、
果
物
、
豆
類
、
海
藻
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
と
プ
レ
バ
イ
オ
テ
ィ

ク
ス
を
同
時
に
摂
り
効
果
を
高
め
る
「
シ
ン
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
」

と
い
う
考
え
方
も
あ
り
ま
す
。
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
果
物
、
納
豆
と
野

菜
、
味
噌
汁
と
海
藻
な
ど
、
日
常
の
食
事
で
自
然
に
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
小
さ
な
習
慣
の
積
み
重
ね
が
、

腸
を
通
し
て
体
と
こ
こ
ろ
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
第
一
歩
に
な
り

ま
す
。
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私
た
ち
ヒ
ト
は
お
よ
そ
二
〇
兆
個
の
細
胞
か
ら
成
り
立
っ
て
い

ま
す
が
、
腸
に
は
な
ん
と
約
一
〇
〇
兆
個
も
の
細
菌
が
す
み
つ
い

て
い
ま
す
。
そ
の
種
類
は
四
〇
〇
〇
種
以
上
と
も
い
わ
れ
、
腸
の

中
で
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
共
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
「
腸

内
フ
ロ
ー
ラ
（
腸
内
細
菌
叢
）
」
と
呼
び
ま
す
。
腸
内
細
菌
は
、

食
べ
た
も
の
を
分
解
し
て
栄
養
の
吸
収
を
助
け
る
ほ
か
、
免
疫
の

働
き
を
支
え
、
気
分
や
睡
眠
に
関
わ
る
物
質
も
つ
く
り
出
し
て
い

ま
す
。
腸
の
環
境
が
整
っ
て
い
る
人
は
ス
ト
レ
ス
へ
の
抵
抗
力
が

高
く
、
メ
ン
タ
ル
の
安
定
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま

し
た
。
最
近
で
は
、
腸
内
細
菌
が
セ
ロ
ト
ニ
ン
な
ど
の
神
経
伝
達

物
質
の
産
生
に
も
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
腸
内

環
境
が
「
こ
こ
ろ
の
健
康
」
に
深
く
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
摂
取
し
た
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
に
対
す
る
反
応
に
は
個
人
差

が
あ
り
、
同
じ
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
を
摂
っ
て
も
調
子
が
よ
く

な
る
人
も
い
れ
ば
、
悪
く
な
る
人
も
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
腸

内
細
菌
叢
の
構
成
が
育
っ
た
環
境
や
遺
伝
的
要
因
に
よ
っ
て
形
づ

く
ら
れ
る
た
め
、
人
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
腸
内
細
菌
叢
を
持
つ
か
ら

だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
腸
内
細
菌
叢
は
離
乳
期
に
ほ
ぼ
完
成

し
、
い
っ
た
ん
定
着
す
る
と
、
抗
生
物
質
の
長
期
使
用
や
大
病
を

経
験
し
な
い
限
り
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実

際
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
発
酵
食
品
に
含
ま
れ
る
菌
の
多
く
は
腸
に
長

く
定
着
せ
ず
、
摂
取
を
や
め
る
と
一
週
間
ほ
ど
で
腸
内
か
ら
い
な

く
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
合
う
菌
を
見

つ
け
る
に
は
「
継
続
と
記
録
」
が
大
切
で
す
。
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ

ク
ス
を
摂
取
し
て
お
腹
の
調
子
が
悪
い
と
き
は
、
思
い
切
っ
て
別

の
種
類
に
変
え
て
み
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。
腸
内
細
菌
叢
は
ま

さ
に
十
人
十
色
で
す
。
自
分
の
腸
に
合
う
「
相
性
の
良
い
菌
」
を

探
す
よ
う
な
気
持
ち
で
、
楽
し
み
な
が
ら
試
し
て
み
る
の
が
お
す

す
め
で
す
。

第251回　腸から始まる健康──腸内細菌がつくるこころと体のバランス
  Baylor College of Medicine　研究員　（獣医師）　神邉 淳

今月号は土志田裕太先生から脳腸相関がご専門の神邉淳先生にバトンが移りました。

　皆さんこんにちは。餃子が美味しい栃木県宇都宮市出身の神邉淳と申します。現在はBaylor College of MedicineのCenter for Precision

Environmental Healthに所属し、Shelly Buffington研究室で、腸内細菌叢と脳をつなぐ「腸脳相関“GutーBrain Axis”」の研究を行っています。腸

と脳はまったく別の臓器のように見えますが、実は神経や免疫、ホルモンを通じて密接に連携しています。「緊張するとお腹が痛くな

る」「ストレスで胃腸の調子が悪くなる」——そんな経験にも、この腸とこころの深いつながりが関係しています。今回は、腸内細菌の

基礎的なお話を中心に、腸を整えることで体とこころを健やかに保つヒントをお伝えしたいと思います。

腸
の
中
に
は
一
〇
〇
兆
個
の
細
菌
が
住
ん
で
い
る

 

プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
・
プ
レ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク

ス
・
シ
ン
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス

「
合
う
菌
」
「
合
わ
な
い
菌
」
が
あ
る



　
腸
は
「
第
二
の
脳
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
こ
こ
ろ
と
密
接
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
と
プ
レ
バ
イ
オ
テ
ィ

ク
ス
を
意
識
的
に
組
み
合
わ
せ
る
（
い
わ
ゆ
る
シ
ン
バ
イ
オ
テ
ィ

ク
ス
）
こ
と
で
、
自
分
に
合
っ
た
食
習
慣
を
見
つ
け
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
う
し
た
日
々
の
積
み
重
ね
が
、
腸
内
環
境
の
安

定
と
、
こ
こ
ろ
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
近
年
で
は
、
腸
内
細
菌
叢
が
睡
眠
の
質
や
記
憶
力
に
も
関
与

し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
腸
を
整
え
る
こ
と
は
単
な

る
消
化
器
の
健
康
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
活
全
体
の
質
を
高
め
る
鍵

に
も
な
り
ま
す
。
次
の
食
事
を
選
ぶ
と
き
、
「
こ
れ
は
私
の
腸
内

細
菌
が
喜
ぶ
だ
ろ
う
か
」
と
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
一
口

が
、
あ
な
た
の
腸
を
、
そ
し
て
こ
こ
ろ
を
整
え
る
第
一
歩
に
な
る

は
ず
で
す
。
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外
か
ら
新
し
い
菌
を
取
り
入
れ
る
だ
け
で
な
く
、
も
と
も
と
腸

の
中
に
す
ん
で
い
る
菌
に
栄
養
を
与
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
腸

内
細
菌
叢
の
研
究
は
ま
だ
発
展
の
途
上
に
あ
り
、
「
こ
れ
が
絶
対

に
健
康
に
良
い
」
と
言
い
切
れ
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
食
物
繊
維
を
十
分
に
摂
る
こ
と
が
健
康
に
良
い
と

い
う
点
に
つ
い
て
は
、
広
く
一
致
し
た
見
解
が
あ
り
ま
す
。
特
に

水
溶
性
食
物
繊
維
（
海
藻
、
豆
類
、
果
物
な
ど
に
多
く
含
ま
れ

る
）
は
、
善
玉
菌
の
エ
サ
と
な
り
、
短
鎖
脂
肪
酸
を
生
み
出
し
ま

す
。
短
鎖
脂
肪
酸
は
腸
の
粘
膜
を
保
護
し
、
炎
症
を
抑
え
、
脳
の

働
き
を
安
定
さ
せ
る
役
割
も
果
た
し
ま
す
。
最
近
で
は
、
こ
の
短

鎖
脂
肪
酸
が
不
安
や
抑
う
つ
と
い
っ
た
気
分
の
変
化
に
も
関
与
し

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
水
溶
性
食
物
繊

維
と
い
っ
て
も
構
造
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
ど
の
菌
が
好
む
か
は
種
類

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
あ
る
食
材
を
摂
っ
て
お
腹
の
調
子
が
悪

く
な
る
場
合
は
、
食
物
繊
維
の
種
類
を
変
え
る
こ
と
で
改
善
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
規
則
正
し
い
食
事
、
十
分
な
睡

眠
、
そ
し
て
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
こ
と
も
腸
の
健
康
に
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
腸
と
こ
こ
ろ
は
互
い
に
影
響
し
合
う
た
め
、
心
が
疲
れ

て
い
る
と
き
こ
そ
、
腸
を
い
た
わ
る
食
事
を
意
識
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

テキサスメディカルセンター最前線　251回　腸から始まる健康

腸
の
菌
を
育
て
る
「
日
々
の
食
事
」

お
わ
り
に次

回
はM

D
 A

nderson C
ancer C

enter

の

福
島
宏
倫
先
生
で
す
。

日   時： 2025年11月18日（火）17:00~17:50
会   場： 三水会センター会議室
出席者： 15名（うち名誉会員2名、理事委員9名、
代理2名、オブザー　バー1名、事務局長1名）
欠席者： 9名（うち会長委任7名、代理委任2名） 

＊会員消息
本日現在の会員数は、名誉会員11名、正個人会員
960名（正団体会員数：118社）、準会員57名で、
総会員数は1028名となっている。詳細について
は、商工会HPの 「会員専用ページ」を参照。
 

令和7年度(2025-2026)11月

商工会理事委員会議事録
アメリカ流

“ダサ可愛い”冬の楽しみ

　アメリカのホリデーシーズンに欠かせない
のが「アグリーセーター」。雪だるまやトナ
カイ、派手なライトまで、とにかく“わざと
ダサく”するのがポイントです。　
　もともとは家庭で眠っていた古いセーター
をネタにしたユーモアから始まり、今では会
社のパーティーや学校行事でも人気のイベン
トに。街には専用のセーターが並び、その年
の“いちばんダサい一着”を探すのも楽しみの
ひとつ。大人も子どもも笑顔になれる、アメ
リカならではの遊び心あふれる風習です。

https://www.jbahouston.org/members
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第254回第254回

　
夫
に
は
、
ひ
と
つ
の
夢
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
「
い
つ
か
キ

ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
で
ア
メ
リ
カ
横
断
を
し
て
み
た
い
」
と
い
う
も

の
で
す
。
そ
れ
を
聞
い
た
時
、
映
画
の
よ
う
な
話
に
思
え
ま
し
た

が
、
何
度
も
耳
に
す
る
う
ち
に
、
私
の
心
の
中
に
も
、
そ
の
夢
の

断
片
が
住
み
着
い
て
い
ま
し
た
。
我
が
家
に
は
七
歳
と
十
歳
の
子

供
が
い
ま
す
。
彼
女
達
も
、
い
つ
行
く
の
か
と
、
楽
し
み
に
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

 

　
そ
ん
な
夫
の
夢
の
第
一
歩
と
し
て
、
今
、
私
達
は
、
ヒ
ュ
ー

ス
ト
ン
か
ら
近
場
へ
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
旅
を
計
画
中
で

す
。
目
的
地
は
、
テ
キ
サ
ス
州
西
部
の
ビ
ッ
グ
ベ
ン
ド
と
、
ニ
ュ

ー
メ
キ
シ
コ
州
の
ホ
ワ
イ
ト
サ
ン
ズ
で
す
。
年
末
年
始
の
約
十
日

間
で
、
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
む
旅
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

　
実
は
私
達
は
、
日
本
で
一
年
間
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
サ

ブ
ス
ク
を
利
用
し
て
い
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
経
験
が
、
今

回
の
ア
メ
リ
カ
旅
の
準
備
に
も
活
か
せ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
私

は
、
エ
ア
ウ
ィ
ー
ヴ
の
よ
う
な
マ
ッ
ト
レ
ス
と
枕
は
絶
対
に
持
参

す
べ
し
、
と
い
う
の
は
そ
の
時
の
大
き
な
学
び
で
す
。
私
に
と
っ

て
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
快
適
度
は
、
寝
具
に
か
か
っ
て
い
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
女
は
、
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
が
な

く
て
も
遊
べ
る
お
り
が
み
や
工
作
キ
ッ
ト
等
で
す
。
森
や
河
原

等
、
大
自
然
に
行
く
事
が
多
く
、
殆
ど
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
が
通
じ
な
い
の

で
、
そ
ん
な
中
で
も
楽
し
め
る
道
具
は
欠
か
か
せ
ま
せ
ん
。
次
女

は
、
ふ
か
ふ
か
の
お
気
に
入
り
の
毛
布
で
す
。
こ
れ
が
あ
れ
ば
私

が
添
い
寝
を
し
な
く
て
も
心
地
良
く
眠
っ
て
く
れ
ま
す
。
夫
は
、

強
力
に
眠
気
の
覚
め
る
ガ
ム
で
す
。

 

　
今
、
私
達
は
情
報
収
集
の
真
っ
最
中
で
す
。
最
初
に
考
え
た

の
は
、
そ
の
時
期
に
行
っ
て
安
全
か
ど
う
か
で
す
。
年
末
の
西
部

は
冷
え
込
み
ま
す
。
標
高
の
高
い
ビ
ッ
グ
ベ
ン
ド
周
辺
で
は
道
路

の
凍
結
が
心
配
で
す
。
ホ
ワ
イ
ト
サ
ン
ズ
も
、
白
い
砂
丘
と
は
い

え
冬
は
意
外
と
冷
え
る
そ
う
で
、
防
寒
対
策
は
必
須
で
す
。
同
時

に
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
レ
ン
タ
ル
会
社
も
比
較
検
討
中
で

す
。
Ｃ
ｒ
ｕ
ｉ
ｓ
ｅ
　
Ａ
ｍ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
の
よ
う
な
全
米
展
開
の

大
手
か
ら
、
ロ
ー
カ
ル
業
者
、
更
に
は
Ｏ
ｕ
ｔ
ｄ
ｏ
ｏ
ｒ
ｓ
ｙ
の

よ
う
な
個
人
間
レ
ン
タ
ル
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
メ
リ
ッ
ト
と
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
価
格
は
も
ち
ろ
ん
、
受
け
渡
し
の
利
便

性
、
保
険
の
内
容
、
Ｒ
Ｖ
の
サ
イ
ズ
な
ど
、
見
れ
ば
見
る
ほ
ど
迷

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
自
分
に
と
っ
て
何
が
重
要
か
、
点
数
を
つ
け

な
が
ら
、
選
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
抱
え
て
い
る
最
大
の
課
題
が
、
子
連
れ
で
ど
う
楽

し
む
か
で
す
。
長
距
離
移
動
や
寒
い
気
候
に
不
安
が
な
い
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
自
然
の
中
で
焚
き
火
を
し
た
り
、
星

空
を
眺
め
た
り
、
家
族
で
協
力
し
て
旅
を
す
る
体
験
は
、
き
っ
と

一
生
の
思
い
出
に
な
る
は
ず
で
す
。
日
本
で
旅
を
し
た
時
も
、
子

供
達
は
車
内
生
活
に
す
ぐ
慣
れ
て
、
寧
ろ
「
今
日
は
ど
こ
に
泊
ま

る
の
？
」
と
毎
日
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

 

　
現
時
点
で
は
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
か
ら
西
へ
と
向
か
い
、
途
中

フ
ォ
ー
ト
・
ス
ト
ッ
ク
ト
ン
で
一
泊
し
、
ビ
ッ
グ
ベ
ン
ド
で
山
と

星
空
を
満
喫
し
、
ホ
ワ
イ
ト
サ
ン
ズ
で
砂
丘
を
体
感
し
、
ロ
ズ
ウ

ェ
ル
で
未
知
と
遭
遇
し
、
ミ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
で
休
憩
し
、
ヒ
ュ
ー
ス

ト
ン
に
戻
る
と
い
う
ル
ー
ト
が
有
力
候
補
で
す
。
道
中
は
な
る
べ

く
ゆ
っ
く
り
、
寄
り
道
を
し
な
が
ら
、
途
中
で
美
味
し
そ
う
な
お

店
を
見
つ
け
た
ら
立
ち
寄
り
、
疲
れ
た
ら
早
め
に
キ
ャ
ン
プ
サ
イ

ト
で
休
む
。
そ
ん
な
気
ま
ま
な
ス
タ
イ
ル
の
旅
を
想
像
し
て
い
ま

す
。
旅
は
ま
だ
始
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
で
も
、
「
ど
こ
に
行
こ

う
？
」
「
何
を
持
っ
て
い
く
？
」
と
考
え
て
い
る
こ
の
時
間
こ
そ

が
、
既
に
旅
の
一
部
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
、
正
に
私
達
は
、
家
族
で
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
旅
、
そ

し
て
い
つ
か
の
ア
メ
リ
カ
横
断
の
夢
に
向
け
て
、
小
さ
な
エ
ン
ジ

ン
が
動
き
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

RVでの夢への第一歩は“ビッグベンドへの旅”
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こ
う
し
た
飲
酒
時
の
空
腹
感
が
あ
る
場
合
、
多
く

の
人
は
高
塩
分
・
高
脂
肪
・
高
カ
ロ
リ
ー
の
食
品
を

好
み
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
ア
ル
コ
ー
ル

と
食
事
の
双
方
に
よ
る
過
剰
な
カ
ロ
リ
ー
摂
取
と
な

り
、
臓
器
へ
の
負
担
や
体
重
増
加
に
つ
な
が
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。
空
腹
を
感
じ
た
際
に
は
、
野
菜
ス

テ
ィ
ッ
ク
、
果
物
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
な
ど
食
物
繊
維

が
多
い
食
品
が
適
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ナ
ッ
ツ
、

チ
ー
ズ
、
枝
豆
な
ど
、
た
ん
ぱ
く
質
を
含
む
食
品
は

満
足
感
を
得
や
す
く
な
り
ま
す
。
　

 

　　
お
酒
を
飲
む
際
に
は
、
空
腹
を
避
け
、
食
事
と
と

も
に
適
量
を
楽
し
む
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
こ

れ
は
ア
ル
コ
ー
ル
の
代
謝
を
ゆ
る
や
か
に
す
る
だ
け

で
な
く
、
食
事
か
ら
必
要
な
栄
養
素
を
確
保
す
る
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
は

利
尿
作
用
が
あ
る
た
め
、
水
分
を
こ
ま
め
に
補
給
し

脱
水
を
防
ぐ
こ
と
も
大
切
で
す
。
飲
酒
量
の
調
整
が

難
し
い
場
合
に
は
、
炭
酸
水
（
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ウ

ォ
ー
タ
ー
）
を
併
用
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

炭
酸
水
は
胃
を
ふ
く
ら
ま
せ
、
満
腹
感
を
得
や
す
い

た
め
、
飲
み
す
ぎ
や
食
べ
す
ぎ
を
自
然
に
抑
え
る
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。
レ
モ
ン
や
ラ
イ
ム
を
加
え
た

り
、
無
糖
の
フ
レ
ー
バ
ー
炭
酸
水
を
選
ぶ
と
、
さ
っ

ぱ
り
と
し
た
味
わ
い
で
満
足
感
が
得
ら
れ
ま
す
。

　
年
末
年
始
は
会
食
や
集
ま
り
が
増
え
る
季
節
で

す
。
ご
自
身
の
体
を
気
遣
い
な
が
ら
、
食
事
と
お
酒

の
時
間
を
、
心
地
よ
く
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

体 栄養に いやさし
アメリカでできる健康的な食生活

川口亜巳・米国登録管理栄養士(RD)
Memorial Hermann病院にて臨床栄養士として勤務しています。

循環器科、整形外傷外科、神経科など急性期病棟での経験を活かし、現在は内科を中心に、慢性疾患や

生活習慣病の患者への長期的な栄養サポートを行っています。臨床の現場に加え、子どもたちへの食育活動

や在米邦人を対象とした健康セミナーなど、地域に根ざした「食と健康」の活動にも力を注いでいます。

お
酒
と
栄
養
の
基
礎
知
識

飲
酒
と
食
欲
の
関
係

　
「
お
酒
は
適
量
が
大
切
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す

が
、
人
付
き
合
い
で
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
嗜
好

品
と
し
て
日
常
的
に
楽
し
む
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。

米
国
で
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
基
準
で
は
、
健
康
な

成
人
男
性
は
一
日
二
杯
ま
で
、
成
人
女
性
（
妊
婦
を

除
く
）
は
一
日
一
杯
ま
で
が
適
量
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
度
に
大
量
の
飲
酒
を
す
る
こ
と
は
、
体
へ
の

負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
週
に
一
日
七

杯
を
飲
む
場
合
と
、
一
日
一
杯
を
七
日
間
続
け
て
飲

む
場
合
と
で
は
、
前
者
の
方
が
体
に
与
え
る
影
響
は

大
き
く
な
り
ま
す
。
栄
養
面
か
ら
見
て
も
、
飲
酒
に

お
い
て
注
意
す
べ
き
点
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
す
べ
て
の
食
品
に
カ
ロ
リ
ー
が
あ
る
よ
う

に
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
も
カ
ロ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。
ア

ル
コ
ー
ル
は
一
グ
ラ
ム
あ
た
り
七
カ
ロ
リ
ー
で
、
こ

れ
は
炭
水
化
物
や
た
ん
ぱ
く
質
（
各
四
カ
ロ
リ
ー
）

と
脂
質
（
九
カ
ロ
リ
ー
）
の
中
間
に
位
置
し
ま
す
。

一
部
の
研
究
で
は
、
適
量
の
飲
酒
は
健
康
に
良
い
と

さ
れ
る
結
果
も
あ
り
ま
す
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
そ
の
も

の
に
は
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
の
栄
養
素
は
含

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
普
段
お
酒
を
飲
ま
な
い
方
が
、

無
理
に
飲
酒
を
始
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
代
謝
の
面
で
は
、
飲
酒
時
に
は
体
内
に
お
い

て
ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解
が
最
優
先
さ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
飲
酒
時
に
摂
取
し
た
食
事
の
消
化
・
吸
収
は

一
時
的
に
後
回
し
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
飲
酒
前
に
食
事
を
し
て
お
く
こ
と
で
、
ア
ル
コ

ー
ル
の
吸
収
が
ゆ
る
や
か
に
な
り
、
体
へ
の
負
担
を

軽
減
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
食
べ
物
の
消
化
に
は
時

間
が
か
か
る
た
め
、
満
腹
感
が
持
続
し
や
す
く
、
結

果
と
し
て
飲
酒
量
を
抑
え
や
す
い
と
い
う
利
点
が
あ

り
ま
す
。

　
飲
酒
時
に
、
お
酒
だ
け
で
満
腹
に
な
る
方
や
、
逆
に

飲
ん
だ
後
に
「
締
め
の
一
品
」
が
欲
し
く
な
る
方
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
お
酒
だ
け
で
満
腹
に
な
る
理
由

の
一
つ
は
、
前
述
の
通
り
食
べ
物
の
消
化
が
遅
れ
、
空

腹
を
感
じ
に
く
く
な
る
た
め
で
す
。
ま
た
、
ア
ル
コ
ー

ル
自
体
が
高
カ
ロ
リ
ー
で
あ
る
た
め
、
脳
が
一
時
的
に

満
腹
と
錯
覚
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
お
酒
だ

け
で
満
腹
と
な
り
、
食
事
を
あ
ま
り
摂
ら
な
い
状
態
が

続
く
と
、
必
要
な
栄
養
が
不
足
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
飲
酒
前
に
食
事
を
し
っ
か
り
摂
っ
て

お
く
こ
と
は
、
栄
養
補
給
の
面
で
も
飲
み
す
ぎ
防
止
の

面
で
も
有
効
で
す
。
一
方
、
飲
酒
後
に
空
腹
感
を
覚
え

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
以
下
の

よ
う
な
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

一
．
ア
ル
コ
ー
ル
は
空
腹
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
「
グ
レ
リ

ン
」
を
刺
激
し
、
満
腹
ホ
ル
モ
ン
「
レ
プ
チ
ン
」
を
抑

制
す
る
。

二
．
ア
ル
コ
ー
ル
が
脳
の
食
欲
を
司
る
部
分
を
刺
激

し
、
実
際
に
は
空
腹
で
な
く
と
も
空
腹
感
を
引
き
起
こ

す
。

三
．
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
っ
て
判
断
能
力
が
低
下
し
、
食

欲
が
増
進
さ
れ
る
。

四
．
飲
酒
に
よ
り
血
糖
値
が
低
下
し
、
空
腹
感
を
感
じ

る
こ
と
が
あ
る
（
特
に
糖
尿
病
の
あ
る
方
に
多
く
見
ら

れ
る
。
空
腹
時
の
飲
酒
や
、
直
前
に
激
し
い
運
動
を
し

た
場
合
に
も
血
糖
値
が
下
が
り
や
す
い
。
糖
尿
病
の
あ

る
方
は
、
飲
酒
に
つ
い
て
医
師
や
管
理
栄
養
士
の
指
導

を
受
け
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
）
。

飲
酒
時
の
栄
養
ア
ド
バ
イ
ス
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■開催中 - Dec. 28

Coca-Cola’s Classic Christmas@ Memorial City Mall 

メモリアルシティモールの屋外エリアで開催される、コカコーラクリスマス

イベント。光のトレイル、雪のジャイアント滑り台、アイスリンク、ホーム

デポによるクラフトコーナーやコカコーラ・トラックなどが楽しめます。 

■開催中 - Dec. 31

River Oaks Christmas Lights Tour@ River Oaks 

大豪邸が立ち並ぶリバーオークスのイルミネーションは一見の価値あり！リ

バーオークスブルバードを目指してセルフガイドツアーで お楽しみくださ

い。サンタに会えるサンタハウスはDel Monte Aveにあるので、こちらもチェ

ックしてみて下さいね。 

■開催中 - Dec. 31

City Lights Downtown Holiday Magic@ Downtown 

ダウンタウン各所をイルミネーションが彩ります。ディスカバリーグリーン

にはアイスリンクがオープン、George Brown Convention Center に面するペパ

ーミントステージでは毎週土曜夜のライブ演奏がホリデームードを高めてく

れます。そのほか市庁舎には巨大なツリーがディスプレイされ、ダイキンパ

ークでも今年初の球場ホリデーライツAstros Light up the Parkがお目見えして

います。 

　ヒューストンでも日ごとに冷え込みが増し、季節の移ろいを感じる頃となりました。暖かい気候の印象からつい軽装で出かけがちで

すが、気温差の大きい時期ですので、どうかお身体を大切に、暖かくお過ごしください。

　ヒューストンに来て一年余りが経ちました。カナダの田舎町や日本の長野県のど田舎で暮らしていた私は、自然の少ない車の行き来

の激しい都会で暮らせるのかと案じておりました。しかし改めて実感しているのは、この街の魅力が都市としての多様性やダイナミズ

ムにとどまらず、商工会の皆様をはじめ、ここで出会う方々の見識、知的好奇心、そして温かな交流によって支えられているというこ

とです。日々の何気ない会話や助け合いの気持ちに触れるたび、このコミュニティの一員として過ごせることへの感謝が深まります。

多様な背景を持つ皆様との対話は新たな視点をもたらし、この地域が持つ奥行きと豊かさを改めて感じさせてくれます。

　年末年始に向けて街も華やかになり、さまざまな催しが予定されています。忘年会や新年の集いなど、皆様とお会いできる機会を心

より楽しみにしております。お忙しい時期ではございますが、あたたかな時間を共有できましたら幸いです。

　どうぞ健やかで穏やかな年末年始をお迎えください。来年も引き続き、ガルフストリームをご愛読いただけますようお願い申し上げ

ます。

                                                                                                                                                                                                                             （編集委員　共田　昌恵）

免責事項
掲載情報の正確性・安全性は保証しません。内容は更新等により
変更・陳腐化する場合があります。掲載内容およびリンク先の利
用に伴う損害について、当会は一切責任を負いません。リンク先
は各運営者の責任であり、利用は自己責任でお願いします。
著作権等
本ニュースレターおよび記事の知的財産権は、ヒューストン日本
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■開催中-Jan. 4 

2025 Santa's Wonderland@ College Station 

ヒューストンより北西に1時間半、サンタワンダーランドが今年もやってき

ます。3万個ものクリスマスライツに加えて、サンタとの写真撮影、人工雪

で遊べるスノープレイグランド、アイススケート、荷馬車にブルライド体

験、ライブ演奏、ホリデーショッピングなど、 テキサスサイズのクリスマ

スアトラクションが集合。

■開催中 - Jan. 3

Holiday in The Gardens @ Moody Gardens 

ガルベストンのムーディーガーデンでは、イルミネーションのほか数々の

氷の彫刻展示や巨大な氷の滑り台、クリスマストレイン、アイスリンクに

4Dシアターのホリデー映画、ダンスショーまで楽しめます。アイススケー

トに行かれる際は、手袋や帽子をどうぞお忘れ なく。 

■開催中-Jan. 4 

Magical Winter Lights@ Fort Bent County Fairgrounds 

ローゼンバーグで評判のウィンターライツが開催されます。今年は空中シ

ョーや炎を使ったアクロバティックショーが加わり、動くスペースシャト

ルや恐竜の色鮮やかなランタンがイルミネーションと共演します。遊園地

ゾーンもあり、氷や海の世界のゾーンではエルサやマーメイドなどのキャ

ラクターに出会えるかも。 

～そのほかのイベント～ 

■Jan 10&11

Chevron Houston Marathon 2026@ George R. Brown Convention 

ダウンタウンからヒューストンの街をぐるり一周するマラソン、あなたも

一度挑戦してみませんか？応援しに行くだけでもパワーをもらえそう。10

日は5K、11日はハーフとフルマラソンが行われ、両日ともディスカバリーグ

リーンではランフェストが開催されます。

※内容は記事執筆時点の情報に基づいています。変更になる場合も
ありますので、お出かけ前に各自で最新の情報を主催者サイト等で
ご確認ください。

(ファーガソンステガー 佐野仁美)

ガルフストリームは毎月１５日発行です。
編集委員および投稿募集中！ 

問い合わせ先： sansuikai@jbahouston.org 
ガルフストリームは、ホームページでも閲覧可能です。

 https://www.jbahoustongulfstream.com/ 
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